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1 序(lntroduction)

い かな る組 織 にお いて も、デ ー タ処 理 部 門 の基本 的な使 命 は 、 マネ ジメ ン

トそ の組織 体 の効 率 を高 め 、有 効性 を発 揮 す る手 助 げ とな る よ うな シス テ ム

と情 報 処理 に 関す るテ ク ニ ック を応 用 す る ことで あ る。

この使命 を成 功 させ るに は 、開発 活 動 が 、通 常 、 ある一定 期 間 内 に達成 で

きる よ うな特定 の 目標(例 えば 、在庫 回転 率 の向上)を も った プ ロジ ェク ト

形 式 で 組織 され る 。不 幸 な こ とには 、 ある プ ロジ ェク トの 目標 を達 成 し よ う

とい う試 み に 際 して 、 デー タ処理 シス テ ムの 設 計者 は 、他 の領 域 でみ られ る

の とま っだ く同 じよ うな 、弱 体 な マ ネジ メ ン トのや りか た とい うあや まち を

犯 しが ちで ある 。他 の領 域 で の マ ネ ジメ ン トの弱 み を補 った り代 行 した りす

る た め に こそ 、デ ー タ処理 シス テ ムが 設 計 され る とい うの に … … … 。 プ ロジ

ェク トの完 成 期 日が の び のび にな った り、 予算 を オ ーバ ー した り、 あるい は

製 品(す な わ ち シス テ ム)の 品質 は一 般 に期 待 以 下 の もので あ った りす る 。

同 じ企 業 の別 の領 域 にお いて 、 この よ うな不 幸 左 事態 が お こった ら、デ ー

タ処 理 に 携 さわ る人 々は 次 の よ うに言 う ことで あ ろ う。"彼 等 に必要 な のは

シス テ ムで あ り、 コ ン トロールで あ る 。 ある いは 、例 外 に よる管理 で あ り、

総合 的 な経営 情報 シス テ ムで あ る 、"と 。

デ ータ処理 の専 門家 が経 営 情 報 シス テ ムをつ くれ る とい う信 頼 を受 け る た

め には 、彼等 は ま ず第 一 に デ ー タ処理 プ ロジ ェク トの マ ネ ジメ ン トに、 マ ネ

ジ メ ン トの 原 則 を適 用 しなけ れ ば な らな い 。

Aア プ ロー チ(Approac ,h)

この コース の 目的 は 、 シス テ ム と プ ログ ラ ミング の プ ロジ ェク トを コ ン

トロー ルす る た めの 有用 かっ 秩 序 立 った方 法 を提 供 す る こ とで ある 。 この

ことは 次 の よ うに して な され る 。

1.プ ロジ ェク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ムの各 構 成 要素 の定 義
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2.プ ロジ ニク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ム確 立 の た めに 必要 な組 織 の条

件 の規 定 。

3.プ ロジ ェ ク トの組織 化 と分 割 の 原理 に関す る 検討 。

4.質 を確 保 す る 為 に コ ン トn－ ルす る 必要 の ある諸 要 因 の確認 。

5.リ ソー ス の効 果的 な使 用の 為 に コン トロール しなけ れ ば な らな い諸 要

因 の確認 。

6.特 定 の見 積 り及 び ス ケ ジ=・一 リング のテ ク ニ ックに関 す る記述 。

7.プ ロジ ェク ト.コ ン トロー ル の実施 に 関す る ア イデ アの探 索 。

㌔
,
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B領 域(Scope)

この コース では ビジ ネス.デ ー タ処理 の ア プ リケー シ ョンのた めの シス

テ ム とプ ログ ラ ムを開発 す る ことに主 眼 を置 き、そ うした分野 で の例 を数
　

多 く選 ん で あ る 。全 く同様 な 基 本 原則 が 、数 学 、工学 お よび理 学 な どで の

アプ リケ ー シ ョンに も成立 す る ことは言 うま で もな い 。

デ ー タ処理 部 門 の全 要員 の活動 の コ ン トロール に加 えて 、 ユー ザ ー側組

織 の役 割が シス テ ムの 開発 にお け る重要 な関 心事 と見な され 、 これ が プ ロ

、ジ 三ク ト.コ ン トロール.シ ス テ ム におけ る適切 な る 主題 とな る 。

Cコ ース の構 成(CourseOrqanization)

この コー スは(皿 か らMま で)5つ の セク シ ョンか ら構 成 され て い る 。

セ クシ ョン1は コース の 目的 と領域 と構 成 を述 べ た簡 単 な序 か らな って い

る 。

セ クシ ョンllは 、 プ ロジ ェク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ムの要素 の定義

そ の シス テ ム確 立 の た め の組 織 的 な要件 の明 確化 、 お よび そ の シス テ ムが

実 際 に働 く環 境 につ いて 述 べて ある 。

セ ク シ ョン 田で は 、 プ ロ ジェ ク トの組 織 化 及び 分 割 の 原則 及 び種 々の タ

イ プの プ ロジ ェク トに要 求 され る典型 的 な コン トロール.ポ イン トにっ い
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て 述 べて あ る 。

セク シ ョンNで は 、 シス テ ム とプ ログ ラムにお い て望 まれ る品 質 を確保

す る ため に コ ン トロー ル の必 要 な諸 要 因 お よび その よ うな コン トロール の

な され る チ ェ ック.ポ イ ントを確 認 して い る 。

セク シ ョンVで は割 当 て られ た リソース の効 果 的な 使 用 の た めに コ ン ト

ロー ルの必 要 左諸 要 因 訟 よび その よ うな コン トロー ル のな され る チ ェ ック

ポ イン トを確 認 して い る 。 こ こで の議 論 には 、見積 りや ス ケ ジ ュー リング

や予算 化 等 に関す る トピ ック スが 含 ま れて い る 。

セ ク シ ョンWは あ る特定 の イ ンス トレー シ ョン内で プ ロジ ェク ト.コ ン

トロール ・シス テ ム を導 入 す る さい の ア プ ローチ につ いて 述 べて い る 。

`・ゴ

、
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fi定 義 及 び 環 境(DefinitionandEnvironment)

A定 義(Definition)

プ ロジ ェク ト.コ ン トロール.シ ス テ ムとは 、 マネ ジメ ン トに次 の よ う

な能 力 を与 え る 、標 準 的:な手 続 きと実務 の大 成 を言 う。即 ち 、

ある 特定 の結 果 を得 る ため に続 け られ て いる タス クの実行 状 況 に

対 して ひん ぱん に評価 をす る能 力 。及 び 、

進行 の お くれ や 、 プ ロジ 三ク トの優 先 度 の変更 な どに よ って必要

とさ れ る修 正 処 置 を とる能 力 。

プ ロジ ェク トに 、 な にか思 わ し くな い事態 が 起 って い る とい う ことを示

す だ けで は 、 コン トロー ル.シ ス テ ム と して十 分 で はな い 。 シス テ ムは 十

分 左 正確 さ とす ば や さ とで 、不 都 合 を指 摘 し、有効 な マ ネ ジ メ ン トを行 な

え る よ うに しな け れ ばな らない 。

●
・

,,

ワ

B構 成 要 素(C㎝ponents)

プ ロ ジ ェ ク ト.コ ン ト ロ ー ル.シ ス テ ム の 構 成 要 素 と は:

1.プ ロ ジ ェ ク ト.コ ン ト ロ ー ル.マ ニ ュ ア ル あ る い は 、 ハ ン ド ブ ック と

し て 記 載 さ れ た 手 続 き の 集 大 成 。

2.報 告 と ス ケ ジ=一 リ ン グ に 用 い られ る 書 式 。

3.こ の コ ン ト ロ ー ル.シ ス テ ム の 使 用 に 関 し て よ く 訓 練 さ れ た プ ロ ジ ェ

ク ト.リ ー ダ ー 及 び コ ン ト ロ ー ル.オ フ ィ サ ー 。

プ ロ ジ ェ ク ト.コ ン ト ロ ーーール.マ ニ=ア ル(し ば し ば 、1つ の イ ン ス ト

レ ー シ ョ ン の ス タ ン ダ ー ド.マ ニ ュ ア ル の 一 部 分 と な る)は 次 の よ う な 各

章 か ら 構 成 さ れ る だ ろ う:

プ ロ ジ ェ ク ト組 織 。

プ ロ ジ ェ ク トの タ イ プ の 定 義 。

プ ロ ジ ェ ク ト開 始 の 手 続 き 。
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プ ロジ ェク トの モ ニ タ リン グの手続 き。

これ は1つ の 目次 例 で あ る 。

各 車 には 、推 奨 さ れ る手 続 きが 記載 され 、今 後 作 り出 され る べ き コン ト

ロー ル用 ドキ ュメ ン トが 規 定 されて いなけ れ ばな らな い 。 シス テ ムで用 い

られ る書 式 には 、要 員 の所 要 時 間報 告 、ガ ン ト.チ ャー ト及 び標準 チ ェ ッ

ク リス トが含 まれ て い る 。

プ ロジェ ク トの管理 及 び評価 に た ずさわ る責 任 者 は全 員 、、この コン トロ

ール.シ ス テ ムの 正 しい使 用 方法を 修 得 してい な け れ ばな らな い 。

C便 益(Benefits)

プ ロジェ ク ト.コ ン トロー ル.シ ステ ム を確立 す る ことに よ り、数 多 く

の便益 が 得 られ る 。そ の便 益 とは 、

Lマ ネ ジ メ ン トが 、 プ ロジ ェク トの真 の状態 を知 る ことが 可 能 で あ り、

そ の結果 、 リソー ス配 分 の調 整 が す ばや く効 果 的 に行 なわ れ る 。

2、 開発 の 各 段階 の終 了 ごと にス タ ンダ ー ドな 要件 を定 義 す る ことに よ り、

そ の イン ス トレー シ ョンに おい て開 発 さ れる シス テ ムや プ ログ ラムの質

を高 め る 。

3.プ ロジ ェク ト.リ ソ ース追 加 の要求 を う らづけ る文書 が 用意 されて い

る 。

4.他 の プ ロジ ェ ク トに 充 当 可能 な未 使 用 の能 力 を知 る こ とが で きる 。

5.プ ロジ ェク ト.リ ー ダ ー に 、彼等 の職能 経 験 の初 期 の段 階 です ぐれ た

コ ン トロー ルの や りか た を修 得 させ る ことに よ り、経 営手 腕 を伸 ばす 助

け と在 る 。

D前 提 条件(Prerequisites)

プ ロジ ェ ク ト.'コ ン トロー ル.シ ス テ ムを開 発 し 、実 施 す るた め には適

切 な る組織 状 況 が 確立 さ れ て い なけ れ ば な らない 。最 も重 要 な要 素 と して
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システ ムの 開 発 の使 用 に対 す る マネ ジ メ ン トの 関与 、新 しい ア プ リケ ーシ

ョンの実施 に 関 す る全 体 計 画 、 シス テ ムお よび プ ログ ラ ミン グ業 務 につい

て の 方法 の標 準 、 お よび リ ソース使 用 状 況 の デ ー タ収 集 に関す る統 制手 続

き等 が上 げ られ る 。

1.関 与(態 度 表 明)(Oo㎜itment)

デ ー タ処理 部 門 の マ ネ ジメ ン ト及 びそ の 報 告 を受 け る重 役会 は 、 プ ロ

ジ ェク ト.コ ン トロー ル の改 良 にっ いて 組織 体 の 関与 を言 明 しな け れば

な らない 。 この 関与 は 、 コン トロー ル.シ ス テ ムの 開発 に必要 な要 員 の

配 置 に支 障 が な い ことを含 む 。

2.ア プ リケ ー シ ョン計 画(AppricationsPlan)

ア プ リケー シ ョン導 入 にっ いて の全 体 的 インス トレーシ ョン 計画 は次 の

,も の を含 む:

a予 想 され る新 しい ア プ リケ ーシ ョンの 一 覧表 。

b導 入 ま で の一 時的 ス ケ ジ ュー ル 。

cメ イン テ ナ ンス 及 びそ の他 の継続 的 努 力 を必要 とす る、す で に導 入

され たア プ リケー シ ョンの 一覧 表 。

dあ る処理 形 式 か ら他 へ の転 換(例 えばパ ッチ処 理 か らオ ン ラ イン処

理 へ)を 必 要 とす る ア プ リケー シ ョンの一 覧表。

e修 正 処置 を必要 とす る ア プ リケ ー シ ョン の分 析 。

この計 画 は 、現 在 の イ ンス トレー シ ョンにお け る継続 的 活 動 の業 務量

お よび緊 急 の場合 及び 一 時 的 な要 求 にそ な え る リソー ス の量 を予 測 す る

のに使 用 さ れ る こと もある 。

3.方 法 の標準(MethodsStandards)

方法 の標 準 は シス テ ム開発 部 門 にお いて 従 わ れ る べ き共通 のや りか た

を用意 し、 そ れ に よ って コ ン トロール 手 続 きを共通 の基 盤 に立 って 開発

す るの を可 能 にす る 。 この よ うな標 準 は 、 一般 には 、 シス テ ムお よび プ

ログ ラ ミング の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 内 容 、 開 発活 動 の行 なわれ る順
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序 、及 び そ れ らの 開発 が 実行 され る流儀 等 に主 眼 を置 い て い る 。

4.統 制 面 の状 況(AdministrativeEnvironment)

統 制 面 で の状 況 と して 、そ の実 施 計 画 内 で実行 され るす べて の ジ ョブ

の 分 類 及 びす べ て の プ ロジェク トにみ られ る共通 の タス クの正 式 な 定義

が行 な わ れ てい な けれ ば な らな い 。正 確 な記 録 手続 きの整 備 と、 プ ロ ジ

ェク トの 完 了 度 を あ らわ す 統計 数字 の作 成 とは 、現在 行 なわ れて い る プ

ロジェ ク トの コ ン トロール の ため だけ で な く、将 来 の プ ロジ ェク トを見

積 るた め の デ 一一ータ を蓄積 す る基 盤 と もな り得 る 。

Eプ ロジェ ク ト.ミ ック ス及 び コ ン トロール特性(ProjectMixand

ControlCharacteristics)

あ る組織 内で の プ ロジェ ク トはそ の 目的 、そ の開 発時 期 、お よび そ の使

用方 法等 に よって分 類 さ れて い るだ ろ う。 よ って質 、時 間、 及 び リソー ス

の コン トロール の統 制 要因 は 、 プ ロジ ェク トの タ イ プ と関連 づけ られ る こ

とに な る。 プ ロジ ェク トの各タ イプ ごと に、 制約 とな る要素 と融通 の き く

要 素 、 あ るい は最 も重 要 な コ ン トロール 問題 を引 き起 こ してい る要素 な ど

の分 析 例が 示 され る 。い った ん 、組 織 の プ ロ.ジェク ト ・ミックスが わ かれ ば 、

こ うした チ ャー トあ るい は同 様 の分 析 法 を用 いて 、 プ ロジ ェク ト.コ ン ト

ロール.シ ス テ ムに お いて 強調 さ れ ね ばな らない統 制要 素 を確 認す る こと

が 可能 とな る 。

∀
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日 プ ロ ジ ェ ク ト組 織(ProjectOrganization)

A要 約(Summary)

どん な 型 の プ ロジェク トを組 織 化す る に も、 その プ ロジェク トをは っ き

りした フェー ズ に分 け る こ とが 望 ま しい 。 こ うす る こ とに よって 、各 フェ

ーズ内 で の小 さ な活動 単位 を 監視 す る能 力が マ ネ ジメ ン トに与 え られ る
。

同時 に 、 ある フェ ーズか ら、 次 の フェ ー ズへ の切 換 えや移行 をす るの に必

要 な コン トロール を最 少 限度 に止 める ことが で きる 。

プ ロジ ェ ク ト組織 に対 す る分 割 的 ア プ ロー チは マ ネ ジメ ン トに次 の よ う

な機会 を与 え る。

1.プ ロジ ェク トの各 フェー ズ す なわ ち分割 に対す る詳細 な プ ラ ンニ ング

を要 求す る 。

2.見 積 りに対 す る タ イム リーか っ秩 序 だ った訂 正 を入手 す る 。

3.各 フェー ズ の終 了時 で 必要 な ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 作成 を強 化 す る 。

4.フ ェ ーズ ご との査 閲 の責 任 を 明確 化する。

典 型 的 な 開発 プ ロジ ェク トの組 織化 は 下記 の7つ の主 な フ ェ ーズ に分類

され る 。'←

L

2

a

4

5

a

7

開 始 とプ ラン ニ ング

シス テ ム.ス タア イ

シス テ ムズ.ア ナ リシス

シ ステ ム 設計

プ ログ ラ ミング

テ ス ト

実 施.導 入

各 フェ イズの 完 了 時点 は 、そ の プ ロジ ェク トの コ ン トロール.ポ イン ト

とみ る ことが で き、そ こで 特 定 の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの 作成 とマ ネ ジメ

ン トの処 置 とが と られ る 。プ ロ ジェ ク ト組織 を も う少 し詳 し く記述 す る と
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下 記 の よ う に な る 。

1.開 始 と プ ラ ン ニ ン グ(IntentionandPIanning)

選 定

承 認

予 備 調 査

プ ロ ジ ェ ク ト.プ ラ ン の 開 発

見 積 リ

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

予 算 化

2.シ ス テ ム.ス タ デ ィ ー(SystemStudy)

デ ー タ 収 集

イ ン タ ビ ュ ー

現 シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト化

現 シ ス テ ム の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 化

3.シ ス テ ム.ア ナ リ シ ス(SystemAnalysis)

機 械 的 要 件 の 定 式 化

書 式 の ア ナ リ シ ス

フ ァ イ ル の ア ナ リ シ ス

レ ポ ー ト と そ の 用 途 の ア ナ リ シ ス

4.シ ス テ ム 設 計(SystemDesign)

フ ァ イ ル 設 計

書 式 及 び レ ポ ー ト設 計

プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 の 作 成

事 務 手 続 き の 作 成

シ ス テ ム.マ ニ ュ ア ル の 作 成

5.プ ロ グ ラ ミ ン グ(P「09「ammin9)

ロ ジ ッ ク 作 成
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コーディ ン グ

机 上 チ ェ ック

プ ログ ラム.テ ス ト

プ ログ ラム.ド キ ュメ ンテ ー シ ョン

6.テ ス ト(Testing)

シス テ ム.テ ス ト

ボ リュー ム.(又 は パ ラ レル.)テ ス ト

事務 手 続 きの テス ト

7.実 施.導 入(Installation)

移行 計 画

移 行

導 入後 の監 査

この よ うに詳 細 な プ ロジ ェク トの組 織 化 は 、 よ り頻繁な コ ン トロー ル の

機 会 を与 え、長 期 にわ た る開発 プ ロジ ェ ク トに適 した もので あ る 。 、

以 上 の主 要 フェ ーズで の 重要 な関 心 事 と問題 点 は 下記 の通 りで あ る 。

Bプ ロジェク ト開始(DrojectInitiation)

プ ロジ ェク トの 目標 達 成 の さい に 直面 す る多 くの 問題 は そ の プ ロジェ ク

トのに発 端 か ら内在 して いる 不 完全 性 に しば しば原 因 が帰 せ られ る よ うで

あ る 。

プ ロジ ェク トの 開始 に あた って の 不 適切 な準備 か ら生 ずる問題 は 、シ ス

テ ム に対 す る不適 切 な定 義 か ら生 ず る問題 と互 に 密接 な 関 連が ある け れ ど

も 、異 な った 問題 で ある。

不 適切 な シ ス テ ムの定 義 は 、通 常 、デ ータ.ベ ースの 明 細が 不完 全 な

こ とに よるか 、 シス テ ムに対す る例 外的 な要求 に対 す る考 慮 が 不充 分 な こ

とか ら来 る結果 で ある 。い っぼ う、不適 切 な プ ロジ ェク トの定義 は 、 ユ ー

ザ ー とデ ー タ処 理 組 織 とが 下 記 の事項 に つ いて の 同意 に達 してい な い こと
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、

、

か ら来 る 。

(イ)そ の プ ロジ ェク トの 目的(例 えば 、 コス トダ ウ ン、サ ー ビス の向 上

等)

回 そ の プ ロジェ ク トの 及 ぶ範 囲

内 両 グ ルー プがそ の プ ロジ ェク トに投 入す べ き リソー ス(経 営 者 の 能

力 も含 む)の 水準

この よ うに 、 プ ロジ ェ ク トの選 定 と承認 の プ ロセ ス は 、効 果 的 な マ ネ ジ

メ ン トと コン トロール を行 な うた め の基礎 とな るので あ る 。最 初 の 段階 は

どの よ うな 種類 の プ ロジ ェ ク トが 予定 され て い るか を認 識す る ことで あ る 。

そ の ため には 、ユー ザ ー の希 望(又 は要求 叉 は黙 諾)を 充 分 に聞 き出 して

分 析 し、何 を ユー ザ ーが 望 ん で い るか 、ま た、 その 要求 に応 える には どの

程度 の 問題 が 生 ず るか を把 握 しな け れ ばな らな 。聞 き出す べ き ことで い

ち ばん大 切 な のは 、 ユ ーザ ー の要求 に対 して 現 存す るデ ー タや プ ログ ラ ム

が そ のまy使 用 出来 るか 否 か 、 ある いは そ れ らを新 たに 開発 しな け れ ばな

らな いか否 か で ある 。た とえ現存 す る デ ー タや プ ログ ラムを使 用 出来 た と

して も、 シス テ ムの メイ ンテ ナ ンス も し くは 増 強 とい った 活動 が シ ステ ム

再 設計と い う大 きな仕 事 へ と発展 して い く可 能性 に つい て注 意 して い な け

れ ばな らな い 。

も し、新 しい シス テ ムの 開発 が指 示 され た場合 に、そ の ア プ リケ ー シ ョ

ンの領域 が ど こま で深 く及 ぶ べ きか が基 本的 な質問 事 項 で あ る 。

1.現 在 シス テ ムを単 純 に高 速 の 装 置 へ移行 させ るか?

2.現 在 の書 式 とレ ポー トをそ の まS継 続 す るか?

3.手 続 上 の 問題 は再 検 討 及 び変 更 の対 象 とkる か?

4.マ ネ ジメ ン トの 方法M慣 習 、実務 等 は 再検 討 及 び変 更 の対 象 とな るか

?

この よ うな こ とを考 慮 す る ことは 、そ の プ ロ ジェ ク トに何 を含 ませ る べ

きか 、そ して この対 象領 域 の うち で ど こを将 来 の プ ロジェ ク トに残 して お
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くべ きか 、 とい った質 問 に答 え る手助 け とな る 。

Cプ ロジ ェ ク ト承 認(ProjectAuthorization)

プ ロジ ェク トを選 択.承 認 す る経営 者(executive)の 権 限 は 、そ の

プ ロジ ェク トに関 して デ ー タ処 理 部 門 とユ ーザ ー部 門 の両 方 で必 要 とす る

支 出額 の 承 認 に まで 及 ぶ べ きで あ る。 ま た 、そ の 経営 者 は それ ら両 者 をプ

ロジ ェク ト計 画 に従 わせ る だけ の権 限 を もつ べ きで ある 。

経 営 者 は あ る程 度 の事 前 見積 りと 、そ の見 積 りに置 い て よい信 頼 度 の表

示 とを与 え られ て い なけ れ ば な らな い 。そ れ が あ って は じめて 、プ ロジ ェ

ク ト全体 を こ こで 承認 す るか 、 も っ と確 実 な 見 積 りが 作 成 されて か らプ ロ

ジ ェク トを段 階 的 に承 認 す るか の決定 が 行 な わ れ る 。 プ ロ ジェ ク ト承認 記

述書 の ア ウ トラ イン を例 示 す る 。

Y

Dプ ロ ジ ェ ク ト.プ ラ ン ニ ン グ(ProjectPlanning)

プ ラ ン ニ ン グ は 、 そ の プ ロ ジ ェ ク ト の 規 模 に か か わ ら ず 必 須 の 、 明 確 な

仕 事 で あ る 。 プ ロ ジ ェ ク ト.プ ラ ン ニ ン グ は 下 記 の 事 項 を 含 む 。

a

b

c

d

e

f

9

行 な うべ きタス クを詳細 に記 述 す る 。

プ ロジ ェク トの チ ェ ック.ポ イン トを設 定 す る 。

各 々の タス クの実 行 に必要 な ス キル を 指示 す る 。

適 切 な 要員 を各 々 のタス ク して 割 り当 て る 。

各 々の タス ク の終 了 書で の時 間 を見 積 る 。

タス クを ス ケ ジ ュー ル化 す る 。

プ ロジ ェ ク ト予 算 を作 成 す る 。

1.タ ス クの詳 細化 の ア ウ トライン(DetailedTaskOutline)

プ ロ ジェ ク トの 開始 段 階で は 、行な わ れ る主 な タス ク(書 式 の設 計 、

イ ンタ ー ビ ューの 実施 、な ど)を 示 した 、一 般 的.予 備 的 な タス クの概

要 が作 成 され た 。 こ こでは 、 これ か らの プ ロジ ェク ト.プ ランニ ン グの
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助 げ とな る べ く、詳 細 な タス ク の記述 書 が作 成 され る 。例 えば 、単 に

"イ ンタ ビ ュー の実 施"と い われ て いた 仕事 は 、 こ こで 、 イ ンタ ビュー

の さい に取 り上 げ る べ き問題 点 を述 べた イ ンタ ビ ュー.ガ イ ドを作 成す

る こ と、 イ ン タ ビ ュー を行 な う こと、 見 直 しをす る こ と、 イ ン タ ビ ュー

の要 約 をつ くる こと、 とい った部 分 タス クに分 割 され るだ ろ う。

こ う した詳 細 な タ ス クの リス トを作 成す る ととに よって 、見 積 りの た

めの よ り精 密 な基 礎が 確立 し、それ ぞ れ異 な った ス キル の必 要 性が 浮 び

上が って くる 。

ま た 、詳 細 な タス クの リス トは まだ 、各 々の部 分 タ ス クに責 任 を持 つ

べ き組織 単 位 を 明 らか にす る ことが 出来 る 。 プ ロジ ェク ト.マ ネ ジ メ ン

トの責 任 チ ャー トも示 され る 。

2.プ ロジ ェク ト.チ ェ ック ポ イ ン ト(ProjectCheckpoint)

プ ロジェ ク ト.チ ェ ックポ イ ン トは 、プ ロジ ェク トの ある フェー ズ も

し くは タ ス クか ら次 に移 行 す る と ころす べて に つ いて 設 け るべ きで ある 。

例 えば 、 シ ス テ ム設計 の詳細 化 か らプ ログ ラ ミ ングに 移行 す る段 階 で は

チ ェ ック ポ イ ン トを必要 とす る。 プ ログ ラムか らオペ レー シ ョンに移行

す る場 合 も同 じこ とで ある 。

チ ェ ック ポ イン トを設 け る 目的 は 、そ の時 点 ま で に行 な わ れた タス ク

が ある一 定 の水 準 に達 して お り、そ の イ ンス トレー シ ョンの ス タ ン ダ ー

ドにの っ と ってい る こ とを立 証 す る こ とで あ る 。

も うひ とつ の タ イプ のチ ェ ックポ イン トと して 状況 変 異(cmti㎎en(y)

に対 す る チ ェ ック ポ イ ン トが ある 。 プ ロジ ェク ト中のい くっ か の タス ク

が ク リテ ィカルで あ る こ とが確 認 されてい るか も知 れ ない し、別 の プ ロ

ジ ェク トで そ の タス ク にっ いて 困 難性 が あ った とい う経 験 が ある か も知

れ ない 。

この よ う左 タ ス クは 、 プ ロジ ェク トの 初期 に"困 難 さ"の 予 測 、す な

わ ち状 況 変異 計 画 を行 な う ことに よって 強 調 され るで あろ う。 こ うした
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要 注 意 の タ スク につ い て は そ の タス クの 開始 直後 。 お よび実 行 中 もある

一 定 の 間隔 で常 に再検 討が 行 な われ る で あろ う。 こ う した タス クの プ ラ

ン ニ ングは再 検 討 の 段 階 で あ らわ に な る問題 点 の予測 と、 そ こで 可能 な

修 正 処 置 を予 測 す る こと を含 んで い る 。

3.必 要 左 ス キルの 指示 と要 員 の割 り当て(DesignationofRequired

SkillsandAssignmentofPersonne1)

各 々の タス ク を実行 す る のに 必要 な ス キル と経 験 とは要 員 割 り当て の

手 引 き とな る よ うに明 確 に記述 され ね ばな らな い 。 タス ク に必 要 な典 型

的 な ス キル は次 記 の通 りで あ る 。

a調 査 の ス キ ル(Investigativeskills)

デ ー タ収 集 や シス テ ム.テ ス トに 必要 で ある 。

bコ ミ ュケー シ ョンの ス キル(Communicationskills)

進 度報告 、 ドキ ュメ ンテ ーシ ョン の準 備 、及 び シ ステ ム.コ ン セプ

トの ユ ーザ ー へ の売 込 み に 必要 で あ る 。

c技 術 面 で の ス キ ル(Technicalskills)

プ ログ ラ ミン グに必 要 で ある 。

d分 析 の ス キ ル(Analyticalskills)

シ ステ ム の要 件 を定 式 化 す るの に 必要 で ある 。

e創 造 的 ス キル(Creativeskills)

シ ステ ムの詳細 設 計 や プ ログ ラ ミング.ロ ジ ック の作 成 活 動 に必要

で ある 。

各 々の タス クが 、特定 の値 入 で は な く、特定 ス キル の組 み合わ せ を要

求 す る と して表 現 す る こ とに よ って 、要員 の活用 にお け る弾 力性 が保持

され る こ とに な る 。た とえば 、 ユー ザ ー部門 の要 員 は ある種 の デ ー タ収

集 を行 な って 、か つ シス テ ム.テ ス ト結果 の吟味 を援 助 し うる し、 デバ

ッギ ングに熟 達 した プ コグ ラマー は み ずか ら幾 つ か の プ ログ ラム を作 成

しな が ら、全 て の プ ログ ラムの机上 チ ェ ックやデ バ ック を 援助 す る こと
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」が で きる
。

この様 な 調整 を行 な うた め には 、 デー タ処理 部 門 の マ ネ ジ メン トが 、

ユ ーザ ー部 門 や運 用 部 門 の要 員が 保 有 して い る ス キルに つ い て も概要 を

把 握 し得 る こ とが 必要 で あ る 。 この ことは通 常 非公 式に行 なわ れて い る

が 、大 きな実 施 計画 の 場合 は 、通 常行 な わ れ る個 人 評価 の周期 ご とに ア

ップデー トされ る公 式 の ス キルズ,イ ンベ ン トリー を確 立 して お く こと

が 望 ま しい 。

スキ ルズ.イ ンベ ン トリーは 、詳 細 タスクの ア ウ トライン とあい ま って

現実 的 な ス ケ ジ ュー ル を立 て るの を助 け る タス ク対 ス キル の充 当状 況

(availabiliey)分 析 に用 いられる 。

もち ろん 、 もっ と も重要 な ス キル は プ ロ ジ ェク ト.マ ネジ メ ン トの ス

キル で あ る 。 と くに重 要 な3っ の要 素 は次 の通 りで ある 。

a監 督 者 と して の経 験 と能 力

bそ の プ ロジ ェク トに使 用 され る機 器 で の デ ー タ処理 経 験

cそ の ア プ リケー シ ョン につい て の知 識

プ ロジェ ク ト.マ ネー ジ ャの候補 者 を 、 この 各 要素 につ いて 強弱 の重

み 付け を して 、次 表 の 如 く適 性 につ いて の 評 価 を す る ことがで き よ う。

監 督 者 経 験

機 器 経 験

アプリクー ション知識

1234

WWWS

WSWW

WWSW

W弱

5

W

S

S

6

S

S

W

S'強

7

S

W

S

8

S

S

S

この 、大 ざ っぱな評 価 方 式 に よって は っ き り言 える ことは 、1番(全

て の面 で弱 い)は プ ロジェ ク ト.リ ー ダ ー と して 不 適格 で あ り、8番

(全 て の面 で 強 い)は 理 想 的 で ある とい うことだ け で あ る 。 この 両極 端

の 間 で 、 マ ネ ジメ ン トは あ る特定 の プ ロジ ェク トのプ ロ ジ ェク ト.リ 一
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ダー に とって どれが最 も重 量 な要 因 か を決 める必 要が あ る し、 もっ と大

切 な の は 、 どの よ うな マ ネ ジ メ ン トの 支持 と追 加 の訓練 とを短期 間 の う

ち に提 供 し得 る か を決 める ことが必 要 で あ る 。 この よ うな マ ネ ジメ ン ト

の 支持 が な い とすれ ば 、 プ ロジェ ク ト.リ ー ダ ー の弱点 が その ま まス ケ

ジ ュー ル を乱 す要 因 とな る 。

4.タ ス ク の完 了 時 間 の見積 り(EstimatingTaskCompletion

Time)

見 積 りの1つ は与 え られ た タス ク の遂行 に必 要 な時 間数 の 予測 値 で あ

る 。 と うぜん 、 よい見 積 りを行 な うた め には タス ク を構成 す る ア ク テ ィ

ビテ ィを知 って お く必要 が あ る 。

従 って 、1つ の プ ロ ジ ェク ト開 発期 間 中 に も、幾 つか の レベ ルで の見

積 り を作 成 す る必 要が ある 。 シ ス テ ム開発 ア クテ ィ ビテ ィの予 備 見積 り

は シス テ ム.ス タデ ィの段 階 が完 了 した と きに よ り詳 細 に わ た る見 積 り

にな るで あ ろ う。プ ログ ラ ミン グ作 業 に つい て は 、 プ ログ ラミ ング の詳

細 記述 が は っ き りす るま で は た しか な 見 積 りは 不可 能 で あ る。

プ ログ ラ ミン グ作業 に関す る当初 の見 積 りは シス テ ム.デ ザ イ ンが完

了 した時点 で見 直 され ねば な らな い 。間近 な もの とな り、 しか し完 全 に

詳細 のわ か った タス ク に対 して だけ見 積 りの正 確 さに信 を置 くとい うや

り方 に よって 、見 積 りの手 続 きの 経済 性 を保持 す る のが 、 一般 的 に言 っ

て 、 プ ロジ ェ ク ト.リ ー ダー の責任 で ある 。見積 りの ため の幾 つ か の基

本 ル ール は次 の通 りで あろ う。

aタ ス ク遂行 の た めの 時 間 を見積 る前 に可 能 な限 りタス クの詳 細 を知

る こ と。

b前 提 とな る諸 タス クが 完 了 す る迄 は 、そ の タス クの詳 細 見 積 りを留

保 す る こ と。

c控 え 目で あ る こ と。

見積 りの た めの3通 りのや りか だ が と られ る 。そ れ は 「実 績値 」 、
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、

「直観 値 」 及 び 「標 準 値 」 で ある 。

標 準値 に よるや りか たは 、標準 の設 定 に充分 左程 度 の頻 度 で 実 施 され

る タス ク に対 して推 奨 され る方 法 で ある 。方 法 の標 準 は 作業 のや りか た

を規 定 す る もので あ り、パ フ ォー マ ンス標 準 は タスクの 完 了 に必 要 な時

間 を規 定す る もの で ある 。最終的 な見 積 りの値 は タス ク に割 り当 て られ

た値 入 の能 力 に よっ て異 な る 。

実 績 値 に よるや りか た は現今 の プ ロジェ ク トを過去 に実 施 した類 似 の

プ ロジ ェク トと比 較 す る ことを含 ん でい る 。 プ ロジ ェク ト同士 の相 異 点

に着 目 しつっ過 去 の ブ ・ジ ーク ト噸 消 され 嫉 時間 を調 整 レ そ れ を

新 プ ロジ ェク トで の見 積 り と して使 用 す る 。標準 が ない場 合 で も、類 似

の フ ロジ ェク,トが あ り、 しか も時 間記 録が整 備 され て い る と きに は
、実

・ 績値 に よるや りかた に よ って信 頼 で きる見 積 りを行 な うこ とが 出来 る
。

直観 値 に よる や りか たで は 見 積 りを行 な うの に、実 績 .標 準.経 験 を

結 合 した ある値 入 の能 力 に依存 す る必 要 が あ る 。直観 的 に正 し く推 定 し

得 る 入 間が 居 な い時 は この や りか たは い ろい ろ と欠 陥が あ る
。

一 般的 に、経 験値 に よる や りか たは システ ム.タ スク に 適 して 居 り、

一 方標 準値 に よるや りか たは プ ログ ラ ミング
.タ ス ク に有効 で あ る 。

5・ シス テ ム開 発 で の見 勧 の やbか た(A。ApP・ 。a
cht。E,tim。_

tingSystemsDevelopment)

シス テ ム開発 の プ ロセスは 他 の 研究 開発 活 動 と似て い る面 が 多い
。 し

か しな がら 、 シ ステ ム部 門は通 常 、 そ う した伝 統 的 な研究 開 発 活 動 に く

らべて よ り早 く、 よ り精 密 か つ正 確 な 予算 の見積 りを必 要 とされ る組 織

上 の立 場 に ある 。同 時 に 、見 積 り を行 な うの に充分 な時 間が な い場 合 が

多 い 。

プ ロジ ェク トの初 期 段 階 に おい て迅 速か つ容 易 に用 い る ことが で き
、

しか も有 用 で現 実 的 左 見積 りを与 えて くれ る方 法 を持っ て い る のは 有 用

で ある 。 この コース で提 出 され る ア プ ロー チ では
、 シ ス テム 開発 の た め
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に必要 な リソース に影 響す る2つ の主 要 な要 因 に っい て考 慮 す る 。

aシ ス テ ムが 開発 さ れ る業 務 の広 さ と複i雑 さ。

bア ナ リス トが 遂行 す べ きス タデ ィ 、ア ナ リシス 、設 計 とい った機 能

の タ イプ と複 雑 さ 。

aシ ス テ ムの広 さ と複 雑 さの 見積 り(Estimat'ingSystemBre-

adthandComplexity)

どの ビ ジ ネス.デ ー タ処理 システ ム に も、そ れ を特 色 づけ る共 通 の

標 準 的シ ス テ ム機 能 が ある 。(数 学的 ある いは技 術 的 な アプ リケ ーシ

ョン につ いて も、同 じ様 な リス トを構 成 す る ことが 出来 る)。 標 準 的

機 能 とい うの は次の 様 な もの で あ る 。

1.)デ ー タ収 集

2.)デ ー タ編集

3.)エ ラーの修正

4,)デ ー タの順 序付 け

5.)照 合

6.)計 算

7.)デ ー タの転 送

8.)マ ス ター.親 デ ー タの参 照

9.)フ ァイルの ア ップデ ー ト

10.)問 合 せ へ の応 答

11,)デ ー タの 要 約

12.)レ ポ ー トの準備

13.)プ リン ト

14.)レ ポ ー ト.デ ー タの配布

これ らの各 機 能 に対 して それ ぞれ い くつ か の質 問が 出て くるが そ れ

へ の 回 答が シ ス テ ム全 体 の複雑 さ の概 要 を与 えて くれ る こ とにな る 。
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こう した質 問の 殆 ん どは数 字 で 、 も し くは イエスか ノー か の応 答 で 回

答 で き る もの で ある 。 か くして 、 シス テムの 相対 的 な複 雑性 を測定 し

シス テム 、 フ ァイル 、 レポ ー トそ れ ぞ れの 概要(Profile)を 記述

す るた めの 単純 な方 法 が 与 え られ た ことに なる 。

bア ナ リス トの機 能 の複雑 性 の 見積 り(EstimatingOomplexity

ofAnalystFunctions)

通常 シス テ ムズ.ア ナ リス トに よ って遂 行 され る機 能 は次 の様 に類

別す る ことが 出来 る 。

1・)ス タデ ィ段階(StudyPhase)

a

b

C

lG

e

業 務 統計 や文 書 を集 める 。

イン タ ヴュー を行 な う。

プ ロセス を観 察 す る。

フ ァイル や レポ ー トの サ ン プル を集 める 。

現状 の シ ステ ム を記述 す る 。

2.)ア ナ リシス段 階(AnalysisPhase)

a個 々の ドキ ュメ ン トや フ ァイル を分 析す る 。

b情 報 の用 途 を 関連 づけ る。

c機 能 面 か らの要 求 を明 らか にす る。

d設 計 オル タナ ティ ブ をっ くり出 す 。

3.)デ ザ イン段 階(DesignPhase)

a

b

C

d

e

新 しい フ ァイル を設 計 す る 。

新 しい ア ウ トプ ッ トを設 計 す る 。

新 しい イ ン.プ ッ トを設 計 す る 。

新し い手 続 きを設 計す る 。

新 しい プ ログ ラ ム明細 を設 計す る 。

さ きのス テ ップ で行 なわ れ た シス テ ムの 複雑 性 とそ の 叙述 は ア ナ リ

ス トの機 能 に関 連 づけ られ る 。例 え ば現状 シス テ ムに お いて50の デ
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一 夕収集 点 が ある ことを知 った場 合
、 ア ナ リス トはお そ らく50点 全

部 に つ いて の業務 統 計 を集 め ね ばな らず 、 ま た彼 の プ ロジ ェク ト計 画

期 間 中 にそ れ ら全 部 へ の イン タ ヴ ュー と訓 練 活動 を含 めね ばな ら左い

と想定 され る で あろ う。従 って この突 き合 わ せ の結果 は、 シ ステ ム開

発 プ ロジ ェ ク トの タス ク にっ いて詳 細 計 画 を行 な う上 で有 効で あ る。

も うひ とつ強調 す ぺ き点が ある 。 シス テ ム開 発が 進 行 す る につれ て

当初 考慮 した以 外 の シス テ ムの 特 徴が 遂 次 明 らか に な って きて 、は じ

めの 見積 り を変 え ねば な らな くな る ことで ある 。従 って後続 の タスク

に対 す る見 積 りを改訂 出来 る よ うに コ ン トロール .ポ イ ン トを設定 し

て お く必 要 があ る 。

シ ス テ ムの複 雑性 を記 述 す る主 要 な 質 問 項 目の一 覧 表が 提 示 され 、

ア ナ リス トの機 能 と関連 付 け られ る 。

6.プ ログ ラ ミ ング 開発 の 見積 り(EstimatingProgrammingDe-

velopment)

プ ログ ラ ミング 開発 の 見積 りの際 の第 一 の 問題 は、 必 要 とされ る命 令

の 数 左い しは コー デ ィング の ペー ジ数 を確 認 す る ことで ある 。そ の大 き

さは実 行 され る機 能 の数 に応 じて変 るで あろ う。

第二 の 問 題 は 、 コーデ ィング の各 ユ ニ ッ トを作 成 し テス トす る の に必

要 とさ れる 時 間数 を求 める ことで ある 。 これ は プ ログ ラ ムの複 雑 さ とプ

ログ ラマー の実 質上 のス キ ル と経験 に よって変 る で あろ う
。

プ ログ ラム の大 きさを見 積 るた めの 一 つの 方法 は 、 プ ログ ラム仕 様 書

に述べ られ て いる 各機 能 を調 べ、そ れ をか み くだい て 、必要 とされる命

令 群(inStructionsequence)お よび含ま れ るデ ー タ.フ ィール ド

の近 似 的 な数 を示 す ことで ある 。

命 令 群 は 、一 般 に次 の よ うに分類 で きる 。

イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト

計 算
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デ ー タの転 送

論理 又 は比 較

宣 言

テ ー ブル 操作

編 集

それ ぞ れ の コ ン ピ ュー タ につ い て 、上 述 の 各 命 令 群 を実行 す るの に 、

ある特定 の コー デ ィン グ行 数 が標 準 的 に必 要 と され る、 とい うことが 知

られて い る 。 これ らの こ とは 、そ の イ ンス トレ ー シ ョン に対 す る リフ ァ

レンス.ア ー フル に述 べ られ て い るで あろ う
。

したが って 、た と えば"マ ス ター.イ ンプ ッ トか らプ リン トの第13

行 目を構 成せ よ"と 読 め るス テ ー トメン トは 、 も しプ リン トの 第13行

目に10個 の フ ィー ル ドが置 かれ 、か つ1回 の転 送 に平 均2行 の コー デ

ィ ングが 必 要 とされ る な らば 、20の 命 令 が 必 要 で あ る と見積 る ことが

で きよ う。

プ ログ ラ ムの複雑 性 は 、

プ ログ ラムで扱 わ れ るべ き ファイル の数 、

一一 全 プ ログ ラ ム .コ ーデ ィ ングに対す る論 理 的 コー デ ィング の比率 、

要求 さ れて い る計算 の 長 さ と複 雑性 、な らびに 、

一 オ ブ ジ ェク ト時 の効率 に対す る要求 、

な どに よ って 異 な るで あろ う。

ある所定 の 大 きさ と 、所定 の レベル の複雑 性 とを持 つ プ ログ ラ ムを完

成 す る た め に必 要 とされ る時 間数 につい て 、そ の インス トレー シ ョンで

のス タ ン ダー ドが 設定 され る ことが望 ま しい 。 この よ うな標準 は 、 ある

期 間 にわ たっ て書 か れ た各 プ ログ ラムの大 きさ、 そ の複雑 さの程 度 お よ

び プ ログ ラム に費 され る時 間 につ いて の記 録 を とる こ とに よって 、作 成

され るで あろ う。標 準 に 関す る その他 の よ りど ころ と して は、D.H.

Brandonら に よ って 出版 され た資 料が ある 。
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標 準 が作 成 され てい て も、 プ ログ ラム見積 りの 開始 の 時点 で 用 い られ

個 々の プ ログ ラマ ーの経 験 に基 いて ある変 動 す るパ ー セ ンテ ー ジ だけ修

正 され る もの で ある 。

7.プ ロジェ ク ト.ス ケ ジ ュー リン グ(ProjcctScheduling)

見積 りに よって 、 ある ジ ョブを実施 す る のに 必要 な実 際 の時 間数が 予

測 され る 。ス ケ ジ ュー リン グ業 務 で は 、 要員 そ の他 の リソー ス の利 用 可

能性 、お よび 管理 的 、そ の 他 の プ ロジ ェク ト以 外 の仕 事 に失 われ る時間

を考 慮 に入れ る 。そ れ か らプ ロジェク ト.タ ス クの 各 々に対 す る 目標期

日を示 した タ イ ムテー ブルが 作 られ る 。

ガ ン トチ ャー ト又はPERT/CPMチ ャー トが 、 ス ケ ジ ュー リング

を図 で示す の に用 い られ る だ ろ う。PERT/CPMは プ ロジ ェ ク ト内

の イペ ン ツの相 互 依 存性 を示 す の に特 に有 用 で ある 。若 干 のデ ー タ処 理

の ユ ーザ ー では 、 ク リテ ィ カル.パ ス上 に ある か 、 関連 す る プ ロジェ ク

トか らの アク テ ィ ビ ィテ ィに よ って 、時 間が 制 約 され て い る よ うな アク

テ ィ ビィ テ ィ全 て に対 して ス ペ シ ァル.レ ポー トの準 備 を要求 で きる よ

うに プ ロセス を改 善 して い る 。

一般化 され たPERT計 画 が論 じ られ る。

8.プ ロジ ェク ト予算 編 成(ProjectBudgeting)

予算 は ドル又 は 時 間 の単 位 に よ って 、 プ ロジェ ク ト計 画 を数量 化 した

もので ある 。そ の 目的 は 、 プ ロジ ェク トに投入 され る リソース の使 用 を

監視するために、ある集 約的な手段を提供す る ことである。プ ロジェク

ト評価に真 た有用た道具を提供するためには、予算 とタス クの進行 とが

関連 づけ られ なければな らな い。標準 コス トは 、プ ロジェク トに投入 さ

れるすべて の レベ ルの要員 について設定 されなければな らない 。時間超

過作業 に対 しては、別個 の賃率が設定 されるべきで ある。
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Eシ ス テ ム ・ス タ デ ィ・設Et;;s－よび 導入(SystemsStudy,Design

andImplementation)

プ ロジ ェク ト遂 行 活 動 は 、 プ ロジ ェ ク ト中に 指定 され た時 点 に おけ る計

.画 的 レ ビュー によ って一 部 分 管理 され る 。 これ らの レ ビュー機 能 は 、 品質

と リソー ス の管 理 に関連 づけ て、 セク シ ョンWお よび セク シ ョンVに お い

て論 じ られ る 。

管理 の こ うした 要素 を実行 す る とい う ことは 、特 定 の移行 チ ェ ック ポ イ

ン ト(チ ェ ックポ イ ン ト.レ ビ ュー.ガ イ ド参 照)に おい て 、 プ ロジ ェク

ト活 動 を レ ビ ュー して 、 タス クが 実 施 計 画 の標 準 とプ ロジ ェク トの標 準 に

従 って完 了 した ことを確認 す る ことを意味 して い る 。ク リテ ィカル な活 動

に 対 して は 、 タ ス クの 開始 直後 お よび タス クの 進行 中 の予 め きめ られ た時

点 に お いて 、 レ ビ ューが な され る 。 さ らに、 プ ロジ ェク トに対 して リソー

ス の継 続 的 配 分 を保 証 し、か っ予 期 しない 厄 介 ごと を発 見す るた め に、一

定 の時 間間 隔(月 毎 、週 毎)に レ ビ ューが行 な われ る 。

大 抵 の プ ロジェク トに お いて 、 あ る種 の 危 険が 出現 す るが 、 それ らの主

な もの と して は 、 プ ロジェ ク ト目標 の変 更 、 特 別 な要求 、拾 よび プ ロジ ェ

ク ト.リ ソー ス の 浪費 な どが あ る。

も し、 ユ ー ザ ーが プ ロジェ ク ト.チ ー ム と密接 な関 係 を も って 作業 して

いて 、 そ の 関係 に満 足 してい た と して も ユー ザ ーが 彼 の学 習 曲線 の 向上 に

つれ て 、 シス テ ム に関 す る要 求 を増 す よ うな傾 向 が 強 くな って くるで あろ

う。 この よ うな要 求 は 、 システ ム に対 す る変 更 と追 加 を求 める要 求 書 の形

式 を とる で あ ろ う。ま た 、同 様 な問題 は 、 プ ロジ ェ ク ト.チ ー ムが 蓄積 し

っ っ ある マス タ ー.デ ー タ の要 約や報 告書 に対 す る特 別 の要求 書 とい う形

で お こ って くる 。

そ れ ぞ れ の変 更 あるい は特 別 の 要求 ご とに 個別 に見 積 りを し、そ の 要求

を満 足 さ せ る た め の ス ケ ジ ュール を設 定 し、 特別 な 要 求 の お か げ で 当

初 の プ ロジ ェク トに予 想 され る遅 れ の説 明 を 、 ユ ー ザー部 門 お よびデ ー タ
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処理部 門 の マ ネ ジメ ン トに提 示 す る ことは 、 プ ロジェク ト.リ ーダ ー に課

せ られ た義 務 で ある。

プ ロジェ ク ト.リ ー ダ ーの 下 にい る プ ログ ラマ ー とア ナ リス トは 、変更

と特 別 の要 求 とをす べて プ ロジ ェク ト.リ ー ダ ーに報 告 す るこ とを要 求 さ

れ 、 適当 な権 限 な くして 、 そ れ らを実行 す る ことを禁 じられ てい なけ れ ば

な ら左レ㌔

σ
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IV品 質 管 理(QualityControl)

品質管理 の手続は、次の事 を保証す るように設計される。

一 システ ム又 は プ ログ ラムは
、明 細書 に従 って準 備 され た もので あ り、

か つ斯 寺 され る結果 を もた らす こ と 、

ドキ ュメ ンテー シ ョンは 、 シス テ ムの適 切 な オペ レー シ ョンを可 能 に

す るの に 十 分で ある こ と、

システ ム叉 は プ ログ ラム に使用 さ れ る テク ニ ックは 、 メ イン テ ナ ンス

と追 加 開発 を可 能 にす る よ うな 形式 で 、 ドキ ュメン ト化 され て い る こ

と、な らび に、

シス テ ム叉 は プ ログ ラ ムは 、割 り当て られ た リソース を能 率 的 か っ無

駄な く利用 して い る こ と。

基 礎 と して提 供 され てい る21の チ ェ ックポ イン トを用 い て 、品質 管理 は

次 の よ うな時 点 で実 行 す る こ とが で きる:

.プ ロジェ ク トの 選 択

・ シ ス ァ ム.ス タ ァ ィ

・ス タ デ ィ の 完 了

。ア ナ リ シ ス の 完 了

第1フ ェ イ ズ

。デ ー タ.ベ ース設 計 の完 了

・シス テム設 計 の 完 了

。コー デ ィン グ完 了

。シ ス テ ム.テ ス ト計 画完 了

● シ ス テ ム .テ ス ト

●シ ス ァ ム .

中間時点

テ ス ト完 了

●コ ン バ ー ジ ョ ン 計 画 完 了

。導 入 完 了

コ ン ト ロ ー ル.ポ イ ン トの ア ク テ ィ ビ テ ィ の 要 約 が 提 示 さ れ る 。 チ ェ ック
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ポ イ ン トま で に行 な わ れて い る は ずの タス ク 、そ の チ ェ ック ポ イン トに つい

て の責任 、作 成 さ れ る コ ン トロー ル用 ドキ ュメ ン ト、な どを加 えて 、各 チ ェ

ック ポ イ ン トの 目的が 述 べ られ る 。

7

げ

/

'
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V時 間 と リ ソ ース の 管 理

(TimeandResource Contro1)

時 間 と リソース の管 理 は 、割 り当て られ た リソース を用 いて 指定 され た時

間の 枠 内 で 、所期 の成 果 を 開発 す る こと を保 証 す る もので ある 。 この ことは

プ ロジ ェ ク ト開発 に対 す る経 過 時 間 の管 理 のみ な らず 、 プ ロジ ェク トを遂行

す る の に使 用 され てい る要 員 と機 械 の量 とタ イプ を管理 す る こ とも意 味 して

い る 。

以 前 に提 示 した21の チ ェ ック ポ イ ン トの うちで リソー ス 管理 の適 切 な ポ

イン トと考え られ るの は 、次 の よ うな もので あろ う。

。プ ロジ ェク トの承 認

。プ ロジ ェク ト .プ ラ ンニ ング

●要 員 割 当

。見 積 り

●ス ケ ジ ュー リン グ

●予 算 化

●ス タデ ィ完了

。アナ リシス 完 了

。デ ザ イン完 了

。コー デ ィ ン グ完 了

・プ ロ グ ラ ム.テ ス テ ィ ン グ 一 一 中 間 時 点 弁1

。プ ログ ラム .テ ス テ ィング 中 間時点 書2

。シ ステ ム .テ ス ト計 画完 了

・シ ステ ム .テ ス ト計 画 中 間時 点

●導 入後 の監査

リ ソース 利 用 に 関 して 、 これ らチ ェ ック ポ イン トで持 ち出 され る べ き質 問

が提 示 され てい る 。

-27-
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VIプ ロジ ェク ト ・コ ン トロール ・シス テ ム の 導 入

(In-iplenrentingaProjectControlSystem)

Aレ ビ ュー(Review)

プ ロジ ェク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ムを確 立 す るた め の前 提条 件 は 、

セク シ ョンllに 概 括的 に述 べて お い た 。そ こに含 まれ てい たの は 、 シス テ

ム確 立 の た め の マ ネ ジメ ン ト委 員 会 、新 しい アプ リケ ー シ ョンの イ ンス ト

レ_シ ョンの た め の全 体 的 プ ラ ン、 シス テ ム とプ ログ ラ ミング のた め の方

法 の標 準 、お よび リソー ス使 用 デ ー タを収 集 す る だ めの統 制的 手 続 き、 と

い った 項 目で あ った 。

セ クシ ョン 田 、IV、Vで は プ ロジェ ク ト.コ ン トロール ・シス テ ム を構

成 す る レ ビ ュー とコ ン トロー ルの テ ク ニ ックが 論 じ られ た 。 ここで は 、そ

うした シス テ ムの 導 入 の た めの ア プ ローチ に注 意 を向 け よ う 。

イ

B事 前 段 階(PreliminaryStep)

プ ロジェ ク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ムを導入 す る にっ いて 、 く り返 し

生 ず る 問題 の1つ は 、 デー タ処理部 門の要員の側 の協 力 と了 承 を得 る とい う

ことで あ る 。 コ ン トロー ル シ ス テ ムは通 常 、 よ り厳格 な規 律 と、 よ り公式

的 な報告 手 順 と、 よ り徹底 的 な ドキ ュメンテ ー シ ョン とい った要 件を 要求

す る 。

この よ うな 支持 を 得 るた め の1っ の ア プ ロー チ は 、 ア ナ リス トや プ ログ

ラマ ーが コン ト・一ル.シ ス テ ムの開 発 に貢 献 す る機 今 を与 える こ とで あ

る 。 これ は コ ン トロー ル.シ ス テ ムを開発 し、他 の従 業 員 か らの提 案 を求

め る べ く任命 さ れ た ス タデ ィ.グ ル ー プ内 の ス タ ッフの 主 な メ ンバ ー を参

加 させ る ことに よ って 達 成 され るか も しれ な い 。

プ ロジェク ト.コ ン トロール.シ ス テ ムを導 入 す る ステ ップは 次 の通 り。

1.)イ ンス トレー シ ョン全 体 で の プ ロジ ェク ト.ミ ックス を検 討す る こ と。

-28一

■



■

∀

●

2.)よ り強 い コン トロール を必 要す る分 野 が ど こか を知 るた め に 、 ある期

間 内での イン ス トレー シ ョン中 の プ ロ ジェク ト遂 行 の成果 を調査 す る こ

と 。

3.)プ ロジ ェク ト.コ ン トロール.マ ニ ュアル と必 要 な書 式 や手 続 きを含

む 、 コ ン トロー ル.シ ス テム を設 計 す る こと。

4.)過 去 お よび現 在 の プ ロジェ ク トを対 象 とし、 この シス テ ムを テス トす

る こと。

5.)こ の シス テ ムを使 うよ うにス タ ッフを オ リエ ンテー シ ョンす る こ と。

6.)シ ス テ ム を実 施 す る こと 。

7.)シ ス テ ム の 有効 性 を監査 す る こと。

Cプ ロ ジ ェク ト.ミ ッ ク ス の レ ビ ュ ー(ReviewProjectMix)

プ ロ ジ ェ ク ト.ミ ッ ク ス を レ ビ ュ ー す る こ と は こ の シ ス テ ム 上 の 強 調 点

を 確 認 す る 機 会 を与 え る 。 本 コ ー ス の セ ク シ ョ ン 皿が そ の プ ロ セ ス を 述 べ

て い た 。

D成 果 の調 査(StudyPerformance)

い つま で も コ ン トロール の 困難な 点 を明 確 にす る ため に イ ンス トレー シ

ョンの 成果 記 録が 調 査 させる か もしれ ない 。 この調 査 は次 の もの を含 むべ

きで あ る 。

・実 施 され て い る メ インテ ナ ンスの 量 とタ イ プの吟味 、

一 代 表 的な プ ロジェ ク トにっい て 、予算 と実 際 との比 較 、詮 よぴ、

・エ ーザ ー 部 門 お よび コ ン ピ ュー タ.オ ペ レ ー シ ョン担 当 者 か らの 不

満 とか 提案

これ らや 、そ れ に関 連 す る要因 を分 析す る ことに よ リインス トレー シ ョ

ンで の問題 点 と コ ン トロー ルが最 も必要 とされ る分 野 とが 示 され る だろ う。
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Eコ ン トロール.シ ス テ ムの デ ザ イ ン(DesignControlSystem)

プ ロジェク ト.コ ン トロー ル.マ ニ ュアル の 目次 の例 は 、 この コー スの

は じめ の方で 提 示 され た 。 この マニ ュア ルは簡 単 で あ り、か つ要 点 を得 た

もの で ある べ きで ある 。そ の書 き方 は 、記述 的 で は な く、命 令 的 な文 体 に

す べ きで ある 。す 左 わ ち、"次 の事 が行 なわれ る"と い う書 き方 で な く、

"貴 方 が為す べ きで ある"と い う書 き方 にす べ きで ある 。

プ ロ ジェク ト.コ ン トロー ル の書 式 を実行 す るため の完 全 な 指 図 も記載

しな け れば な らな い 。

γ

Fシ ス テ ム のテ ス ト(TestSystem)

コ ン トロー ル.シ ス テ ムを テス トす る2つ の方 法 を提案 す る 。

第1に コン トロー ル.シ ス テ ムを、 完 了 しkプ ロジ ェク トに事 後的 に適

用 して み る とい うや り方が ある 。 どん な書 式 が使 用 され た こ とに なる か 、

コン トロール.ポ イン トが どん な効 果 を持 った は ずで あろ うか 、な どを知

る ため に、 プ ロジ ェク トを レ ビ ューす るのが よい だ ろ う。 この分 析 に よ リ

コ ン トロール.シ ス テ ムが たし か に 役立 つ とい う最初 の 感想 を 与 え るべ き

で ある 。

第2の テス ト方 法 は 、何 か 新 しい 手 頃 な大 きさの7「'"nジェク トを選 び、

それ を新 しい プ ロジ ェク ト.コ ン トロー ル.シ ス テ ムで コン トロー ル して

み る ことで ある 。 これ は全 て の書 式 の実 行 、指 示 され た チ ェ ックポ イン ト

で の レ ビュー の遂 行 、 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンの要 件 の 固 守 、な どを意 味 す

る 。 コ ン トロール手 続 きの実 用性 と適時 性 は 、 この よ うに して 、 シス テ ム

が 一 般的 に使 用 され る前 に よ り改 善 され る可 能性 を持 たせ なが ら、現 実 の

ケース で評価 され る こ とにな る 。

ε

Gオ リ エ ン テ ー シ ョ ン(Orlentat輌on)

全 て の ス タ ッフ メ ン バ ー は 、 集 合 教 育 と 教 材 の 配 布 に よ り 、 こ の シ ス テ
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ム へ の オ リエ ンテ ー シ ョンを受 け なけ れば な らな い 。.シス テ ムに関す る質

問 が 気 楽 に出 る よ うな会 合 にす べ きで ある 。

H実 施(lnstallati。n)

このシ ステ ムの実 施 は 、そ の期 間 中 、 マネ ジメ ン トの特 別 の注意 を必 要

とす る 。適 切 な書 式 の使 用 は 、要 求 され る ドキ ュメ ンテ ー シ ョンの作 成 と

同様 に、監 視 され 、励 行 され ね ば な らな い 。現 に 活動 して い る プ ロジェ ク

トはす べ て 、例 外 の承 認 が習 慣 にな らな い よ うに、 直ち に新 しい シス テ ム

に変換 され る べ きで ある 。

1監 査(Audit)

そ の シス テ ムが 一定期 間作 用 した後 、次 の ことが実 行 され て い るか 否か

を知 る た め の監査 を行 な うべ きで ある 。

書 式 や手続 きが実 際 に役立つ もので あ り、利用されてい るか 。

見積 りの手法は現実的な見積 り値 を与 えてい るか。

コン トロール機能 をはたすのに必要な時間が長す ぎない か。

プ ロジェ ク ト.コ ン トロール 、 シス テ ムは 、他 の いか な る シス テ ム と も

同 じ く、 ダ イナ ミ ック で 、当 然そ の全 寿 命 にわたっ て注意 す る必要が ある。
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CheckpointReviewGuide#1

チ ェ ック ポ イ ン ト名 プ ロ ジ ェ ク トの 選 択(projectSelection)

目 的:プ ロジェ ク ト目標 の定 義

ドキ ュメンテーシ ョン

問い合 わせ もし くは要求書の記録

予備 見積 りの書式

タス クの定 義

1.目 的 の記 述

2.プ ロジ=ク トの タ イ プの 規定

3.要 求 書 の 分 析(フ ィー ジ ビ リテ ィ.ア ナ リシス)

4.予 備 調査 の 実施

5.予 備 的 な マ ク ロ.タ ス ク の概 要 と見 積 り

6.領 域 と リソース使 用 のため の ガ イ ドライ ンの設定

7.必 要 な ス キ ルの確 認

8.イ ンス トレー シ ョン状 況 の レ ビ ュー

9.選 択 す べ き オル タ ナテ ィブの記 述

責 任

ユ ー ザ ー

DP部 門

ユ ーザ ー

経 営 者

一 目的お よび便益 の提案 と記述 。

一 要求書 の分析、便 益の 確証 、見積 りの作成 。

一 記述 したおされた 目的 と リソース見積 りとに対する了承 。

一 予備 見積 りの レビュー 。

一 要求書 の承認 又は 拒否 。

-32一
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マ ネジ メン ト.チ ェ ック リス ト

1.そ の仕 事 は デ ー タ処理 か?

2.そ の プ ロジ ェク トは新 しい デ ー タベ ースの作 成 を必 要 とす る か?も

しそ うな ら、そ れが ど うや って行 なわ れ るか?

3.ユ ー ザ ーはVた とえ必 要 で あ った として も、 イ ンプ ッ ト.ド キ ュ メ ン

トの処 理 に つ いて の彼 の や り方 を変 え る ことに同意 す るだ ろ うか?

4.ユ ーザ ーは 現 在 の シス テ ムで 作 成 さ れて い る報 告書 の 効用 に進 ん で 疑

問 をもっ だろ うか?

5.も し これが メ イン テ ナ ンス.プ ロ ジェク トで ある な らば、 シス テ ム を

修 正 す る よ り もむ しろや り直 しだ方 が も っ と有効 で はな か ろ うか?

6.何 を基 礎 に して予備 見 積 りは な され たか?

7.後 に な って 見積 らね ばな らない項 目は どれか?

8.プ ロジ ェ、ク トの 目標 は 、測定 可能 な 言 葉 で記 述 し うるか?

●
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CheckpointReviewGuide十2

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:プ ロ ジ ェ ク トの 承 認(ProjectAuthorization)

目 的 ユ ー ザー とデ ー タ処理 部 門 とが プ ロジ ェク トを開始 す るた め の準

備 が と との って い るか ど うかの チ ェ ック

ドキ ュメ ンテー シ ョン

プ ロジェ ク トの 記 述

資金 ぐりの 記述(必 要 な場合 だけ)

タス クの定 義

1.優 先 順 位 の わ りっ け

2.リ ソー ス の割 り当 て

3.こ の承 認 に よ り どれ だけ の ものが 認 め られ る よ うにな るか規 定 す る こ

と。

4.リ ソー ス の委 託

5.次 の レビ ュー.ポ イ ン トの 設定

責 任

ユーザ ー

DP部 門

経 営 者

プ ロジ ェク ト目標 の承 認

一 プ ロジ ェ ク トに同 意 し、 当初 に必要 な リソー ス を獲 保す る

こと。

一 費 用 の承 認

マ ネ ジメ ン ト∴ チ ェ ック リス ト

1.こ の プ ロジ ェク トを実 行 す る と した場 合 に は 、 どん な プ ロジ ェク トを
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延期 した り、 中止 した り しな くて は な らな いか?

2.ユ ー ザ ーは 、 この プ ロジ ェク トに どん な 項 目が含 まれて い な いか を理

解 して い るか?

3.こ の プ ロジ ェ ク トを延期 す る こと に よっ て 、 どんk障 害tos=L-一 ザー の

組 織 に生 ず るか?

4.こ の プ ロジ ェク トは ユーザ ー の問題 に と って 、最 適 な永 久 的解 決 を与

え るの か 、そ れ と も この プ ロジ ェク トの 後 で さ らに追加 作業 を しな け れ

ば な らな のか?

5.新 しい シス テム に よっ て 、 どん な組 織 変 更 が 必要 とされ るか?

6.ユ ーザ ーは この プ ロジ ェク トに どのvペ ル ま での リソー ス を提 供す る

と予 想 され る か?

7.こ の プ ロジ ェク トに よ って 得 られ る便 益 を、 他 の 方法 で達 成 す る こ と

は 出 来 な い か?

8.プ ロジ ェク ト全 体 を承認 す る前 に、 予備 調 査 を行 なわ ねばkら な いか

?
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チ ェ ック ポイン ト名:プ ロ ジ ェ ク ト計 画(ProjectPIan)

目 的:何 を し な け れ ば な ら な い か を 決 定 す る 。

ドキ ュメンテ ー シ ョン

プ ロジ ェク ト計 画書

トラブルの 予 測

タス クの 定義

1.詳 細kタ ス クの ア ウ トライ ン

2.要 求 され る ス キル

3.組 織 上 の責 任

4.品 質 管理 と リソース 管 理 の だ め の チ ェ ックポ イ ン ト

責 任

DP部 門 とユ ーザ ーの プ ロジ ェグ ト.チ ー ムが プ ランを用 意 す る 。

DP部 門 とユー ザ ー の マ ネ ジ メ ン トが 詳細 を レ ビューす る 。

経 営者 が 要 約 を レ ビ ューす るc

マ ネ ジメ ン ト.チ ェ ック リス ト、

1.タ ス クの標準 的 な分 割 が行 なわ れて い るか?

2.レ ビ ュー.ポ イ ン ト及 び進 度報告 書 を準 備す べ き場 所が 含 ま れ て い る

か?

3.各 々の タ ス クに対 す る 組織 の責 任 は 明確 か?

4."援 助 す る"v"レ ビ ューす る"、"相 談す る"、"実 行 す る"と い
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った言 葉 の意 味 は は っ き り して い るか?

5.設 計仕 様書 の レビ ュー の た め の タス クが 含 まれ てい るか?テ ス ト結

果 につ いて は ど うか?

も

一37一



CheckpointReviewGuide十4

チ ェ ック ポ イ ン ト名 要 員 の 割 当 て(PersonnelAssignment)

目 的:誰 を割 当てるか?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

プ ロ ジ ェ ク ト要 員 の(タ ス ク へ の)割 り 当 て

タ ス ク の 定 義

1.プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー の 選 定

2.DP要 員 の 選 定

3.ユ ー ザ ー 側 の 要 員 の 選 定

4.ト レ ー ドオ フ(や り と り)を 行 な う 。

5.サ ポ ー ト'ip訓 練 の 必 要 性 の 確 認

責 任

D.P部 門 お よびL－ ザ ーの マネ ジメ ン トが 選定 を行 な う。

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1,プ ロジ ェク トに割 当 て られ る重要 な人物 は誰 か?

2.彼 らは 方 ぜ重 要 とみ な され るのか?ア プ リケー シ ョンの 知識 か?

技 術 面 で の経 験 か?

3.彼 らが プ ロジェ ク トの進 行 中 に従 事 不 可能 と在 った場 合 、 どの よ うに

して 代理 とお きか える か?

4.プ ロジ ェク トに対す る影 響 は どの よ うな ものが ある か?

5.プ ロジ ェク ト.チ ー ムに バ ックア ップ要員 は 含 ま れ てい るか?
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6.チ ー ムに代理 者 をな じませ るの に どれ 位 の期 間 が か か るか?

7・ この プ ロジエ ハ で ・ ジ ・ニア ・レペ・レの要則 どの よ うに鮪 れ て

い る か?

8.ユ ー ザ ー は プ ロジ ェ ク トに割 当て られ た要員 を どの よ うにお きか え る

か?

9.重 要な デ ー タ処 理 要 員 の この プ ロジェ ク トに対 す る従 事 可 能性 は何 パ

ー セ ン トの信 頼 度 を持
って い るか?

10.も し、訓 練が 必 要 と され る な ら、 それ はい っ 、 どの よ うに行kわ れ る

か?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:見 積 り(Estimating)

目 的:仕 事 には どれ だけの時間 がかか るか?

ドキ ュメ ンテー シ ョン

プ ロジ ェク ト要 員 の(日 数 で の)割 り当て

プ ロジ ェク ト.タ ス ク の 見積 りの要 約

タス ク の定 義

1.タ スク一覧 表 の レ ビ ュー

2.詳 細 の 拡張

3.標 準 の適用

4.標 準 化 され て いな い タス クに つhて の見 積 り

5.レ コ ー ドキ ー ビン グ手 続 きの確 立

責 任

プ ロジ ェク ト.リ ー ダ ーが"見 積 り人"の 見積 りを レ ビ ューす る 。

作業 担 当者 が 個別 に部 分 の見積 りを行 在 う。

マ ネジ メン ト.チ ェ ック リス ト

1.詳 細 な タス ク一 覧 表 は構 成 さ れ てい るか?

2.タ ス ク の各 々に対 して ス タ ンダ ー ドが 用意 され て い る か?そ れ は見

積 りの さい に 用い られ たか?

3.ス タ ン ダー ドの 左 い タス クに つい て 、 どの よ うな技 法 が 見積 りに用 い

られ たか?

4.も し別 個 に異 な った 見積 りがkさ れ た と しkら 、最 終 的 な 見積 りで は

どの 程 度 に 妥協 が な される か?

5.こ の見積 りを 、す で に完 了 した類 似 の プ ロジェ ク トを どの よ うに比 較

す る のか?時 間 の記 録 は比較 のた め に使 え るか?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名 ス ケ ジ=一 リ ン グ(Scheduling)

目 的 どれだけ の時間が必要か?

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

PERTダ イ ヤ グ ラ ム

ガ ン ト.チ ャ ー ト

レ ビ ュ ー 会 議 の ス ケ ジ ュ ー ル

プ ロ ジ ェ ク ト要 員 の(期 間 に 対 す る)割 り 当 て

タスク の定 義

1.見 積 りを レ ビ ューす る 。

2.遅 れ の要因 を記 述 す る 。

3.ク リテ ィカル な タス ク を確 認 す る 。

4.最 終期 限 を決 め る。

責 任

プ ロジ ェ ク ト.チ ー ムが 細部 を実行 す る 。

マ ネ ジメ ン トは遅 れ と最終 期 限 を レ ビ ューす る。

経 営 者 は 要 約 を1/ビ ューす る 。

マ ネ ジメ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.ス ケ ジ=一 ル に は 、状況 変異 に対 す る遅 れ の 要因 を見 込 ん で あるか?

2.ク リテ ィ カル.パ ス上 に ある アク テ ィ ビテ ィは どれ か?・

3.テ ス ト時 に於 て どん な仮定 が 設 け られて い た か?

4.=L－ ザ ーの 参 画 に つい て どん な仮 定 が 設 け られ てい たか?

5.訓 練 につ い て は どんk仮 定 が設 け られて い た か?
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チ ェ ック ポ イ ン ト名:予 算 化(Budgeting)

目 的 プ ロジ ェク トの費 用 は どれ く らい にな る か?

ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

タス ク別 プ ロジ ェ ク ト予算

期 間 別 の プ ロジ ェク ト予算

タス クの定 義

1.タ ス ク とそ の所 要時 間 を リス トす る 。

2.標 準 賃率 をそ れ に適 用す る 。

責 任

プ ロジ ェ ク ト.リ ー ダーが 詳 細 を用 意 す る 。

DP部 門お よび ユ ーザ ー の マ ネ ジ メ ン トが レ ビューす る。

経 営 者 もレ ビ ューす る 。

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.す ぺ ての リソー スに つ い て標 準 原価 が用 い られ て い る か?

2.ユ ーザ ー側 要員 の人件 費 も見込 ん で あるか?

3.す べて の タス ク にっ い て 費 用が 洩 れ な くみ て あるか?

4.遅 れ(た とえ ば、機 械 時 間 の 不足)に よ って起 る手 待 ち時 間 の費 用 は

み て あるか?

5.各 々の予算 額 を裏 付 け る細 部見 積 りは用 意 されて い る か?

6.そ の 見積 りで 不適 当 な 可 能性 が ある か?

7.逸 脱 は どれ く らい 迅 速 に 測定 で きる か?

-42一

'

`



⑨

CheckpointReviewGuideii8

チ ェ ック ポ イ ン ト名 シス テ ム ・ス タデ ィ の 第 一 段 階(SystemStudylstPhase)

目 的 そ の プ ロジ ェク トに対す る コーーザ ー の当初 の反応 は ど うか?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

ト ラ ブ ル の リ ポ ー ト(必 要 な ら ば)

タス ク の定義

1.最 初 の コンタ ク トの報 告=書の レビ ュー

2.ユ ーザ 一-vaど こま で頼 れ るか の程 度 を査 定 す る 。

3.領 域 の拡 張 を明記 す る 。

責 任

プ ロジ ェク ト.リ ー ダ ーが 要 約 を行 な う。

D.P.部 門 、ユ ー ザ ー 、経 営 者 に対 し問題 点 の 報告 をす る 。

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.ユ ーザ ー部 門の マネ ー ジ ャーは イ ンタ ビ ューの 対 象 に左 って くれ るか?

2.=一 ザ ー部 門 の担 当 者 は インタ ビ ューの対 象 にな って くれ るか?

3.プ ロジェク トに対 して 、 どんな 種 類 の 抵 抗が 示 され て い るか?

4.コ ーーザ ーの マネ ジメ ン トが期 待 してい るものは何か?ユ ーザーの担 当者は?

5.領 域 の どん な変 更 が 考 え られ るか?

6.ユ ーザーは、システムに よ って どん な 問題 が 解 決 され る と期 待 しているか?

7.ユ ーザーが述 べて いる問 題 で、新システムで も解 決 され ない ものは どれ か?

8.現 状 シス テ ム につ い て 、ユ ーザ ー は どん な 改善 点 を提 示 して い る か?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:ス タ デ ィ の 完 了(StudyCompletion)

目 的:ス タ デ ィ が 終 了 し た か ど う か?

ドキ ュ メ ンテ ーシ ョン

進 行 状 況 の報 告書

見積 りの改 訂

ス ケ ジ ュール の 改 訂

予算 の改 訂

現行 シス テ ム の記 述書

タス ク の定 義

1.現 行 シス テ ムの要 約 を解 読 す る 。

2.発 見 事 項 にっ い て ユー ザ ー と論 議 す る 。

3.新 た な例 外 事 項 を明確 にす る。

4.領 域の 拡 大 を明確 にす る 。

責 任

プ ロ ジェ ニク ト.リ ー ダーが 準 備 す る 。

DP部 門 お よび ユ ーザ ーの マ ネ ジ メ ン トが レ ビ=.一一す る 。

マネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.現 行 シス テ ムは 現在 充 分 に ドキ ュメ ン ト化 され て い るか?

2.シ ス テ ム.ド キ ュ メ ンテ ー シ ョンの チ ェ ック リス トにお・け る全 項 目が

準備 さ れて い るか?
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3.こ の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンva=L－ ザー の マ ネ ジメ ン トが 目を通 し了承

したか?

4.ス タデ ィ期 間 中 に担 当者 との 相談 が行 なわ れた か?そ して そ の場 合

の コメン ト又 は 提案 は 記 録 ある いは 要 約 されて い る か?

5.ス タデ ィ.チ ー ムは 現行 シス テ ム にお け る全 て の報 告書 お よび フ ァイ

ル の利 用状 況 を充 分 に レ ビュー したか?

6.=L－ ザ ー-ttド キ ュメ ンテ ー シ ョンに含 まれ てい ない追 加 の例 外 事 項 を

持 って い るか?

7.ユ ー ザ ーは ドキ ュメ ンテ ー シ ョンを レ ビューす る の に どの く らい の時

間 を要 したか?

8.ス タデ ィの段 階 で 発 見 され た追 加 す べ き問題 点 、 フ ァイル 、例 外 事 項

に は どん な もの が あ った か?そ して これ らは プ ロジ ェク トの見 積 りを

どの よ うに変 えるか?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:ア ナ リ シ ス の 完 了(AnalysisCompletion)

目 的:要 求 されてい る事項 を充分 に把握 しだか?

ドキ ュメ ンテー シ ョン

必 要 条件 の要 約(最 終 承認)

見 積 りの改 訂

ス ケ ジ ュール の 改訂

予算 の改 訂

タス ク の定 義

1.デ ザ イ ン.オ ル タナテ ィブを論 じる。

2.シ ス テ ムの 必 要条 件 を レビ=。一す る 。

3.デ ザ イ ンの 見 積 りを作成 す る 。

責 任

プ ロジ ェク トリー ダー が準 備 す る 。

ユーザ ー の マ ネ ジ メ ン トが 同意 す る。

D.P部 門 の マ ネ ジメ ン トが 同意 す る 。

経 営 者が レ ビ ューす る 。

マ ネ ジ メン トの チ ェ ック リス ト

1.新 しい シス テ ムの機 能 面 で の必 要条 件が 詳 細 に記 述 され てい るか?

2.ユ ーザ ー.グ ルー プの だれが この必要 事 項 の記 述 を レ ビ ュー したか?

この 問題 につ い て 最 も熟 知 してい る担 当者 か マ ネ ジ メン トが レ ビ ュー に
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加 わ わ った か?

3.デ ザ イン.オ ル タナ テ ィ ブ と して現 在考 え られ てい る もの には どん 左

もの が あるか?最 終 的 な選 択 には どん な要 因が 影 響 を与 え るか?ど

ん な トレー ドオ フが 可能 か?

4.当 初 の プ ロジ ェ ク5記 述書 か らみて 、 プ ロジ ェク トの 領域 に どん な 変

更 が ま〉こって い るか?

5.こ れ か ら先 、 どん な新 規 の例 外 事 項 お よび問 題 点 が あ る と予 見 され る

か 。
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名 デ ー タ.ベ ー ス の デ ザ イ ン 完 了(DataBase

DesignCompletion)

目 的 企画 され たデ ー タ.ベ ース は適切 な ものか ど うか?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

フ ァ イ ル の 明 細 書

タ ス ク の 定 義

1.フ ァ イ ル 内 容 の レ ビ=。 一'

2.関 連 す る レ ポ ー トの レ ビ ュ ー

3.=L－ ザ ー と の 討 議

4.ユ ー ザ ー か ら の 承 認 を う る 。

責 任

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー が 準 備 す る 。

DP,部 門 の マ ネ ジ メ ン トが レ ビ ュ ー す る 。

ユ ー ザ ー は 詳 細 に わ た っ て レ ビ ュ ー す る 。

マ ネジ メ ン ト.チ ェ ッ.クリス ト

Lフ ァイル は ユ ーザ ー が 必 要 とする 全 ての デ ー タを含 ん で い る か?

2.フ ァイル の 中 に ある 全 て の デ ー タ要素 につ いて ア ップ デー トの 手 法が

開発 で きるか?

3.デ ー タ.ベ ー ス を メ イ ンテ ナ ンスす るの に 必要 な デー タの収 集 には ユ

ーザ ーが 関 与 して くれる か?

4.各 デ ー タ要素 が 充 分 詳細 に登 録 され る よ うにな って い るか?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名 シ ス テ ム 設 計(SystemDesign)

目 的 この シス テ ム設 計 は、 プ ロジ ェ ク トの今後 の継続 の た め 、確 固 た

る基 礎 にな り うるか?

ドキ ュメ ンテー シ ョン

進 行 状況 の報 告

プ ログ ラ ミン グの 見積 りの改 訂

プ ログ ラ ミン グの 予算 の改 訂

プ ログ ラ ミング の要員 の改 訂

プ ログ ラ ミングの ス ケ ジ ュール の改 訂

タ ス ク の 定 義

1.フ ァ イ ル 、 ソ ポ ー ト、 処 理 の 明 細 書 の レ ビ ュ ー

2.コ ン トm－ ル の レ ビ ュ ー

3.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の レ ビ ュ ー

4.プ ロ グ ラ ミ ン グ の 容 易 性 の 確 認

5.プ ロ グ ラ ミ ン グ 見 積 り の 作 成

責 任

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー が 詳 細 に わ た っ て レ ビ ュ ー す る 。

ユーザ ー

D.P部 門

経 営 者

一 詳 細に わ た って レビ ュー す る 。

詳 細 に わ た っ て レ ビ ュ ー す る 。

プ ロ ジ ェ ク トの 目 的 と て ら し て レ ビ ュ ー す る 。
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マネ ジ メ ン ト.チ ェ ッニク リス ト

1.プ ログ ラ ミ ング の 明細 書 は、 見積 りお よび プ ログ ラ ミングの た め に充

分詳 細 に作 成 され て い るか?

2.コ ン トロール の手 続 きは規定 され て いるか?

3.例 外 事 項 と、そ の各 々へ の対 処が す べて記述 さ れて い るか?

4.ド キ ュメ ンテ ー シ ョンの チ ェ ック リス トに ある全 て の ドキ ュ メンテ ー

シ ョンが そ ろ って い るか?

5.次 善 の オル タ ナテ ィブが あるか?そ れ に どん な妥 協が 含 まれて い る

か?

6.=・ 一一ザ ーの マ ネ ジメ ン トか ら言 われ て い る 目的 は 何 か?ユ ーザ ー 部

門 の担 当 者 か らは?そ の 目的 仕解 消 され るか?ど うや って?

7.シ ス テ ム作 業 を行 な うの に必要 な 、 別 の組 織 体 との協 力行 為 で、 な に

か具 体 的 な もの は あ るか?そ うした 協 力 を期 幸す るの は現実 的 か?

も し協 力が な さ れ 左い とす れ ば どん な妥 協案 が あ るか?

θ

◆
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CheckpointReviewGui:'de十13

チ ェ ック ポ イ ン ト名

目 的

コ ー デ ィ ン グ(Coding)

コーデ ィングが論理設計に忠実に行 なわれているか?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

テ ス ト計 画

タ ス ク の 定 義

1.机 上 チ ェ ッ ク の 際 に 使 用 す る テ ス トケ ー ス を レ ビ ュ ー す る こ と
。

2.机 上 チ ェ ッ ク が 完 了 しfcこ と を 確 認 す る こ と 。

3.テ ス ト.デ ー タ の 準 備 を レ ビ=一 す る こ と 。

責 任

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー は コ ー デ ィ ン グ が 行 な わ れ て い る こ と を 保 証 す

る こ と 。

プ ロ グ ラ マ ー の リ ー ダ ー は そ れ を レ ビ ュ ー す る こ と 。

プ ロ グ ラ マ ー は 、 そ れ に 応 え 、 テ ス ト.プ ラ ン を 作 成 す る こ と 。

マ ネジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

Lコ ーデ ィ ング の机上 チ ェ ックが 完 了 して い るか?

aイ ンス トラク シ ョンの 使用 法 は 正 しいか?

bサ ブル ー チ ン及 び セ グ メ ンテ ィ シ ョンが 正 し く用 い られ てい るか?

c標 準 的 なや りか たが 守 られ て い るか?

dプ ログ ラムに は適 当 に コメ ン トが 付 け られて い るか?

2.机 上 チ ェ ックで は どの よ うなテ ス ト.ケ ー スが 用 い られ た か?
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3.テ ス ト計画 は 作 成 さ れ てい る か?

4.テ ス ト計 画 は 下記 事 項 を網 羅 して い るか?

aメ イン ラ イ ンの ロジ ック とジ ョブの終 了 まで の 到 達 とを テス トす る

た めの 簡単 な ケース は?

b各 ル ー チ ンを テ ス トす るた め の ケー スは?

c例 外 事 項 の各 々 を テス トす るた めの ケー スは?

dジ ョブの 終 了条 件 を テス トす るfcめ の ケー ス は?

eパ ラメー ター.カ ー ドとス イ ッチ の セ ッ トの 状況 の 結 び つ きを テス

トす る た め の ケー ス は?

f異 状 な デ ー タの 混在 や シー クエ ンクのfoか しな デ ー タ を テス トす る

た め の ケー ス(例 え ば、 削除 され た マス ター.デ ー ター の あ とに マル

テ ィプル.ト ランザ ク シ ョン.デ ー タが ある場 合)は?

言 語 の き古 り として 、標 準 的 な ものが 用 い られ たか?5.

6.特 別 なテ ス トが 必要k、 誤 りや す く複雑 な ル ー チ ンが書 かれ てい ない

か ど うか?

7.テ ス ト.デ ー タ は作 成 さ れ て い るか?

そ のテ ス ト ・デ ー タは、 テ ス ト ・プ ラン に適合 した ものか ど うか?

,
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CheckpointReviewGuide十14

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:プ ロ グ ラ ミ ン グ(Programming-ThirdMac-

hineSession)

目 的 プ ログ ラマーが マ シン と問 題 とを理 解 して い るか?

ドキ ュメ ン テー シ ョン

テ ス ト.プ ランの改訂

見 積 りの改 訂

ス ケ ジ ュー ル の改 訂

タ ス ク の定義

1.言 語 の 困 難度 の決 定

2、 援 助 を うけ る こと 。

責 任

オペ レー シ ョン部 門 は テ ス トで の使 用 状 況 を定 期 的報 告 す る 。

プ ログ ラマー の リー ダ ーは進 度 を レ ビ ュー す る。

プ ロジ ェク ト.リ ーダ ー は今後 の テス トを延 期 した り承認 した りす る。

マネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.コ ンパ イルで の エ ラー.メ ッセ ー ジが 除 去 され たか?除 去 さ れ な い

で残 って い る もの の うち 、 どれ が プ ログ ラ ムの オペ レー シ ョンに影 響 を

与 え るか?

2.最 初 の テス トが プ ログ ラム仕様 書 の 解 釈 の誤 りを暴 露 して くれfcか?

言 語 あ る い は マ シンの 使 用 法 に エ ラーが あった か?ロ ジ ック.エ ラー

か?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:プ ロ グ ラ ミ ン グ(Programming(75%ofTest

Budget))

目 的:実 質 的 な テ ス ト完 了 日 は い つ か?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

テ ス ト.プ ラ ン の 改 訂

見 積 り の 改 訂

ス ケ ジ ュ ー ル の 改 訂

タ ス ク の 定 義

1.テ ス ト.プ ラ ン の 進 度 を レ ビ ュ ー す る こ と 。

2.テ ス ト.プ ラ ン が 忠 実 に 守 ら れ て い る か ど うか を レ ビ ュ ー す る こ と 。

責 任

オ ペ レ ー シ ョ ン 部 門 は75%完 了 を 報 告 す る 。

プ ロ グ ラ マ ー は 準 備 を 行 な う
.c

プ ロ グ ラ マ ー の リ ー ダ ー が レ ビ ュ ー す る 。

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー は 上 記 の 事 項 が 行 な わ れ て い る こ と を 確 認 す る こ

と 。

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リ ス ト

1.テ ス ト.プ ラ ン は 守 られ た か?

2.テ ス ト.プ ラ ン め う ち ど れ だ け が 行 な われ た か?(結 果 が 出 て い る も

の)

-54一



3.更 に テス ト.ケ ース を追 加す る必 要 が あるか?

4.テ ス トの 最 中 に 、 予期 しな い状 況 が発 生 したか?

5.プ ログ ラム仕様 書 の 変 更 が必 要 か?

6.プ ログ ラムが ま だル ープ してい るか?あ る いは 、思 いが け ない 状 態

で終 りにな って い な い か?

～
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CheckpoilltReviewGuideS16

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:シ ス テ ム ・テ ス ト ・プ ラ ン(SystemTestPlan)

目 的:シ ス テ ムは 徹底 的 に テ ス トされ るか?

ドキ ュ メンテ ー シ ョン

シス テ ム.テ ス ト.プ ラン

機 械 時 間の 見 積 り

見積 りの改 訂

ス ケ ジ ュー ル の改 訂

タ ス ク の 定 義

1.プ ロ グ ラ ム.テ ス トの 完 了 を 確 認 す る こ と 。

2.予 備 的 な オ ペ レ ー シ ョ ン の 指 図 書 を レ ビ ュ ー す る こ と。

3.シ ス テ ム.テ ス ト.プ ラ ン の レ ビ ュ ー を 行 な う こ と 。

4.シ ス テ ム.テ ス ト ーデ 一 夕 の レ・ビ ュ ー を 行 な う こ と 。

責 任

プ ロジェク ト.リ ー ダー は計 画 を準備 す る 。

シス テ ムズ.ア ナ リス トは計 画 を準備 す る 。

ユ ーザ ーは テ ス ト.デ ー タ及 びそ の結果 を準 備 す る 。

オ ペ レー シ ョン部 門 は ドキ ュ メン テー シ ョンを レ ビ ューす る 。

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.シ ス テ ム.テ ス ト.プ ラ ン に は 、 エ ラ ー の テ ス ト及 び エ ラ ー の 修 正 手

続 きが 盛 り込 ま れ て い る か?
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2.プ ログ ラ ムはす べて 、充 分 に テス トさ れ たか?

3.テ ス ト.デ ー タは す ぐ使 え るか?ど の ように作 られ た のか?

4.な ま のデ ー タが用 い られて い る場 合 は 、例 外 や エ ラーが含 ま れ る よ う

に追 加 も し くは変 更 が 行 な われ て い るか?

■

?
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名:シ ス テ ム.テ ス ト(SystemTest(50%of

Budget)Q/B25%and75%)

目 的 現実に テス トの完了するのはいつか?

ドキ ュメ ンテー シ ョン

シス テ ム.テ ス ト.プ ランの改 訂

見 積 りの改 訂

ス ケ ジ ュール の改 訂

タ ス ク の 定 義

1.必 要 と さ れ る プ ロ グ ラ ム 変 更 の 数 を レ ビ ュ ー す る こ と

2,ジ ョ ブ の 実 行 時 間 を レ ビ==一 一す る こ と

3.プ ロ グ ラ ム.イ ン タ ー フ ェ イ ス と エ ラ ー を レ ビ ュ ー一す る こ と

4.結 果 を レ ビ ュ ー す る こ と

責 任

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー は イ ン タ ー フ ェ イ ス に 関 す る 諸 問 題 を レ ビ ュ ー

す る 。

ユ ー ザ ー は 、 結 果 を レ ビ ュ ー す る 。

ア ナ リス トは イ ン タ ー フ ェ イ ス を レ ビ ュ ー す る 。

マネ ジメ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.シ ス テ ム.テ ス ト.プ ランの うち どの 部分 が行 な わ れfcの か?

2.プ ログ ラム変 更 が 必 要 にな った個 所 は どの く らいか?
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3.上 記 の変更 に何 か ある パ タ ー ンが あるか?

4.原 因 は何 だ ったのか?

5.フ ァ イル の仕 様書 に変 更 が 必要 とされ たか?理 由は?そ の 回数 は

?

6.各 プ ログ ラムか らの ア ウ トプ ッ トは 後続 の プ ログ ラムにう ま くイ ン タ

ー フェ イス して い るか?

'

'
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CheckpointReviewGuide#18

チ ェ ック ポ イ ン ト名:シ ス テ ム.テ ス トの 完 了(SystemTestCom-

pletion)

目 的:シ ス テ ム は テ ス トさ れ た 環 境 条 件 の 中 で 稼 働 し た か?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

進 度 リ ポ ー ト

機 械 時 間 見 積 りの 改 訂

ス ケ ジ ュ ー ル の 改 訂

タ ス ク の 定 義

1.結 果 を レ ビ ュ ー す る こ と 。

2.な さ れ た 変 更 を レ ビ ュ ー す る こ と 。

3・ 必 要 と な っ た ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 変 更 を レ ビ ュ ー す る こ と
。

4.ユ ー ザ ー の 承 認 を う る こ と 。

責 任

オ ペ レ ー シ ョ ン 部 門

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー

L－ ザ ー とD.P、 部 門 の マ ネ ジ ャ ー

経 営 者 要 約 の レ ビ ュ ー

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ッ ク リス ト

1.シ ス テ ム.テ ス トの 間 に 個 々 の プ ロ グ ラ ム に 何 か 変 更 が な さ れ た か?

2.そ れ ら は 、 な ぜ 必 要 で あ っ た か?
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3.シ ス テ ム.テ ス トの結 果 は、前 もって予定 さ れて い た 結果 に一 致 した

か?も し相違 が あるな ら、 どうや って 解 消 す るか?

4.ユ ーザ ー は シス テ ム.テ ス トの結 果 を承 認 しftか?そ れ に最 終承 認

を与 えた か?

5.シ ス テ ム.テ ス ト.プ ランは 完 全 に実行 され た か?も し、実 行 され

なか った と した ら、 そ れ は なぜ か?

6・ な まの デ ー タが テス トで使 わ れ た か?も しそ うな6iそ こに例 外 事

項 を含 む よ うに変 え られ たか?も しそ うで な か った と した ら、そ れ は

なぜ か?

7.ド キ ュメ ン テ ー シ ョン や ユーザ ーへ の指 図 書 は変 更 さ れ なけ れ ば な ら

なし(か?

'
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チ ェ ッ ク ポ イ ン ト名 ボ リ ュ ー ム.テ ス ト計 画(VolumeTestPlan)

目 的:ボ リュー ム.テ ス トに対 す る組 織 の準備 は 充分 か 。

ドキ ュ メン テー シ ョン

進 行 につ い て の メモ(中 断 の言 い わけ)

タ ス ク の 定 義

1.ユ ー ザ ー とD.P部 門 の 準 備 状 態 を レ ビ ュ ー す る こ と

2.計 画 を レ ビ ュ ー す る こ と

3.デ ー タ の 準 備

4.イ ン プ ッ ト手 続 き の 準 備

責 任

プ ロジ ェク ト.リ ーダ ー は計 画 を準 備 す る

ユ ーザ ー とDP部 門 は計 画 を レ ビューす る

マネ ジ メ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.ど ん な デ ー タが ボ リュー ム.テ ス トに使 われ るか?

2.デ ー タの精 度、 誤 差 、完全 性 につ いて 何 が わか って い るか?

3.オ ペ レー シ ョンの指 図書 は テ ス トの ために 適 当で あ るか?

4.テ ス トを吟味 した り、立証 した りす る のに どん なス タ ッフが 必 要 か?

そ れ らの人 々は従 事 可能 か?

5.結 果 を前 も って 予定 して お くことは可 能 か?テ ス トは いか に して立

証 す るか?

6.ど ん な 異 常 や予 期 せ ざる ことが テ ス トの と きにお こったか?そ れ ら

は シス テ ムの 弱 点 を示 して い るか?
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CheckpointReviewGuide十20

チ ェ ッ ク ポ イ ンb名:コ ン バ ー ジ ョ ン 前 の チ ェ ッ ク(Preconversion

Oheck)

目 的:コ ン バ ー ジ ョ ン に 対 す る 組 織 の 準 備 は で き て い る か?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

進 度 リポ ー ト

進 行 に つ い て の メ モ

コ ン バ ー ジ ョ ン.ス ケ ジ ュ ー ル の 改 訂

タ ス ク の 定 義

1,ボ リ ュ ー ム.テ ス ト結 果 を レ ビ ュ ー す る こ と

2.事 務 員 、DP部 門 の 準 備 態 勢 を レ ビ ュ ー す る こ と

3.ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を レ ビ ュ ー す る こ と

4.う ま く行 か な い 場 合 の 措 置(フ ォ ー ル.バ ック 手 続 き)を 設 定 す る こ

と

5.最 終 的 な ア ク テ ィ ビ テ ィ を 確 認 す る こ と

責 任

プ ロ ジ ェ ク ト.リ ー ダ ー は 計 画 を 用 意 す る

DPと ユ ー ザ ー 部 門 の マ ネ ジ メ ン トは レ ビ ュ ー を 詳 細 に 行 な う

経 営 者 は レ ビ ュ ー を 詳 細 に 行 な う

マ ネ ジ メ ン ト.チ ェ ッ ク リ ス ト

1.ユ ー ザ ー は コ ン バ ー ジ ョ ン に そ な え て い る か?
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2.コ ンバ ー ジ コン問題 を扱 うの に要 員 の追 加が 可能 か?

3.コ ンバ ー ジ ョン.プ ログ ラ ムは テス トされ て い るか?

4.コ ンバ ー ジ ョンの途 中 で の変 更 を コ ン トロー ルす る準備 が で きて いる

か?

5.コ ンバ ー ジ ョン期 間中 は 、 イ ンク ア イア リー を ど う処 理 す るか?

6.も し コンバ ー ジ ョンが うま くい か 左 か った ら、 どん な フォー ル バ ック

手続 きが 使 わ れ る こ とに た って い るか?

7.コ ンバ ー ジ ョン期 間 中 の コ ン トロール を だれ が 行 な うか?ど ん な方

法 で?

8.コ ンバ ー ジ ョンの 作業 に*・V>て は何が 最終 的 な タス ク で あ るか?

9.コ ンバ ー ジ ョンの 終 了 を あ らわ す シ グナ ルは何か?ど うや って?

10.ユ ーザ ーの 指 導書 は作 成 され てい るか?

1Lユ ー ザ ー には 口頭説 明が 与 え られ て い る か?

、

'
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CheckpointReviewGuide≠21

チ ェ ック ポ イ ン ト名 導 入 後 の 監 査(Post--lmplementationAudit)

目 的:他 の プ ロジ ェク トに も適 用 で きる よ うな 教訓 と して 何 を学 ん だか?

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

マ ネ ジ メ ン ト.リ ポ ー ト

プ ロ ジ ェ.ク トの 見 積 り値 と 実 際 値 に っ い て の リ ポ ー ト

タ ス ク の 定 義

1.現 実 化 され た 便 益 を レ ビ ュ ー す る こ と

2.=・ 一 ザ ー とDP部 門 の オ ペ レ ー シ ョ ン を レ ビ==一 す る こ と

3.必 要 と さ れ た 改 良 点 を確 認 す る こ と

4プ ロ ジ ェ ク トの コ ス ト、 予 算 お よ び ス ケ ジ=。 一口ル を レ ビ=一 す る こ と

責 任

DP部 門 とユ ー ザ ーの マ ネジ メ ン トリポ一一トを準 備す る 。

経 営 者 一ー一 要 約 を レ ビ ューす る 。

マ ネ ジメ ン ト.チ ェ ック リス ト

1.予 期 され た便 益 は なん で あ った か?

2.そ れ らは達 成さ れ たか?

3.も し そ れ らが 達 成 さ れて い ないkら ば 、そ れ らを達成 す るの に、 さ ら

に どん な 努 力が 必 要 とな るか?

4.も し コス トを削 減す る ことが 目的 で あ ったな らば 、本 当 に実 現 したか

?ど ん な ふ うに?
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5.新 しい シス テ ムは急 を要 す る 仕事 や 緊急 事 態 に対 して使 用 され るか?

も し、そ うで な けれ ば 、 どん な シス テ ムが使 われ てい るか?

6.個 々の トランズ アク シ ョン ご との 処理 時 間は減 少 したか?

7.ユ ーザ ー は さ らに どん な リポー トを要 求 して い るか?そ れ は な ぜか?

そ れ はいか に して用意 さ れ るか?

8.ユ ー ザー は この シス デ ムに どん な 苦情 を もって い るか?

9.ど ん な改 良が可 能か?

10.プ ロジェ ク ト予算 は超 過 したか'?そ れ は な ぜか?新 しい プ ロジェ

ク トに拾 いて 、そ れ を防 ぐに は何 が で きるか?
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